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－ Ⅰ －


【 学習指導案目次 小学校編 】


単 元 名
活用した教材名と活用の場面


導 入 展 開 終 末


第３学年 算数科 p.１ 連絡黒板 連絡黒板


「わり算を考えよう」 p.２ LANdeｱﾝｹｰﾄ３ LANdeｱﾝｹｰﾄ３ 掲示板


第５学年 社会科 p.３ 掲示板


「食料生産を支える人々」


第５学年 社会科 p.４ 教材倉庫，掲示板


「工業生産を支える人々」 黒画面


第５学年 算数科 p.５ LANdeｱﾝｹｰﾄ３ LANdeｱﾝｹｰﾄ３ 掲示板


「小数のかけ算を考えよう」


第５学年 理科 p.６ 教材倉庫 掲示板 掲示板


「流れる水のはたらき」


第５学年 総合的な学習 p.７ LANdeｱﾝｹｰﾄ３


「インターネットの利用につ


いて考えよう」


第６学年 国語科 p.８ 掲示板 掲示板


「筆者の考えを受け止め，自


分の考えを伝えよう」


第６学年 国語科 p.９ 掲示板 掲示板


「表現の方法を工夫しよう」


第６学年 理科 p.10 チャット


「生き物のくらしとかんきょ


う」


第６学年 学級活動 p.11 ディベートサイト


「朝食の大切さを考えよう」







－ Ⅱ －


【 学習指導案目次 中学校編 】


単 元 名
活用した教材名と活用の場面


導 入 展 開 終 末


第１学年 技術・家庭科 p.12 掲示板


技術分野Ｂ


情報とコンピュータ


「電子メールと情報の発信」


第２学年 技術・家庭科 p.13 LANdeｱﾝｹｰﾄ３ ディベートサイト 掲示板


技術分野Ａ


情報とものづくり


「電気エネルギーを動力に変


えるには」


第２学年 技術・家庭科 p.14 学習クイズ LANdeｱﾝｹｰﾄ３ 掲示板


技術分野Ｂ


情報とコンピュータ


「応用ソフトウェアの活用（デ


ータベース）」


第３学年 英語科 p.15 学習クイズ Ｇベース 授業の記録


「Unit４ An American 掲示板


Rakugo-ka」


第３学年 道徳 p.16 ディベートサイト ディベートサイト ディベートサイト


「５分間の涙 愛情で結ばれ


る家族（家族愛）」


第３学年 学級活動 p.19 掲示板 Ｇベース


「進路の実現に向けて」
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活用した教材：情報サイト『連絡黒板』


授業者：盛岡市立厨川小学校 教諭 工藤恭介


ア 単元名


小学校 第３学年 算数科「わり算を考えよう」


イ 単元の目標


・乗法九九を１回適用してできる除法で，あまりのある場合の計算の仕方について理解す


るとともに，それを用いる能力を身に付ける。


イ 本時の目標


・乗法九九を１回適用してできる除法で，あまりのある場合の計算方法を理解する。


ウ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


既習事項の確認 既習の問題に解答する 管理者ページで情報サイト


導 『連絡黒板』に問題を作成


しておき，情報サイトのメ


入 ニューから『連絡黒板』を


選択させて問題を提示し，


ノートに解答させる。


10 本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


分


展 予想の段階 図を活用して問題を解く


開 発表する段階 自分が考えた方法を発表す


る


30 書き方と読み方を学習す 「１４÷３＝４あまり２」


分 る段階


まとめ 「１４÷３の答えを見つけ 管理者ページで情報サイト


終 るときも，３のだんの九九 『連絡黒板』にまとめを作


を使います」 成しておき，情報サイトの


末 メニューから『連絡黒板』


練習問題 わりきれる計算とわりきれ を選択させてまとめを提示


ない計算に分ける し，ノートに記入させる。


10 あまりのある計算の続きを


分 する


あまりのあるわり算を考えよう







- 2 -


活用した教材：情報サイト『LANdeアンケート３』『掲示板』


授業者：盛岡市立厨川小学校 教諭 工藤恭介


ア 単元名


小学校 第３学年 算数科「わり算を考えよう」


イ 単元の目標


・乗法九九を１回適用してできる除法で，あまりのある場合の計算の仕方について理解す


るとともに，それを用いる能力を身に付ける。


イ 本時の目標


・『LANdeアンケート３』の活用をとおして，あまりのあるわり算の定着を図る。


ウ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


既習事項の確認 『LANdeアンケート３』を 『LANdeアンケート３』に


導 起動し，既習の問題に解答 作成した問題に，コンピュ


本時の課題提示 する ータを使って解答させる。


入


本時の学習課題を確認する


10


分


展 練習の段階 『LANdeアンケート３』を 『LANdeアンケート３』に


起動し，問題を解く 問題を作成しておき，解答


開 させる。


定着を図る段階 自分であまりのあるわり算 あまりのあるわり算の問題


の問題を作成し，書き込む を作成させ，書き込ませる。


友達が作成した問題に解答 他の児童が作成した問題に


する 解答させる。


まとめ 本時の感想を入力する 情報サイト『掲示板』に本


終 時の感想を書き込ませ，交


次時の予告 流させる。


末


10


分


あまりのあるわり算を練習しよう
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活用した教材：情報サイト『掲示板』


授業者：岩手町立水堀小学校 教諭 大畑 隆


ア 単元名


小学校 第５学年 社会科「食料生産を支える人々 ３ これからの食料生産」


イ 単元の目標


・農業や水産業がさかんな地域の様子を具体的に調べ，食料生産に携わる人々が生産を高


める工夫･努力をしていることや日本の農業・水産業の現状と課題をとらえることができ


るようにする。


・食料生産に関する写真や地図，統計などの資料を収集・選択し，国民生産を支える食料


生産の意味や国民生活との深い関わりについて多面的にとらえることができるようにす


る。


ウ 本時の目標


・食料生産が抱えている問題について考え，自分たちの食生活を見直す中で，これからの


食料生産のあり方について考えを持つことができるようにする。


エ 本時の展開（本時１／２時間）


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


気付く いろいろな食料輸入につい 『情報サイト』にログイン


て資料をつかって調べ，食 させる。


料生産に課題があることに


気づく


見通す 学習問題をつかむ


展 調べる 食料の輸入が増えたわけに


ついてこれまでの学習を基


開 に調べる


考える 食料を安定確保するために 情報サイト『掲示板』に自


はどうすればよいか自分の 分の意見を書き込ませる。


意見を発表し，意見交流す


る 他の意見を閲覧させ，賛成


評価食料輸入が増えたわけ や反対などのコメントを書


と食料確保のための対 き込ませる。


策について考えること


ができる


（発言・ノート）


まとめる これからの食料生産のあり


かたについてまとめる


まとめる 次時の学習問題の確認をす


終 る


末


日本の食料生産はどんな問題を抱えているのだろう
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活用した教材：情報サイト『教材倉庫』『掲示板』『黒画面』


授業者：岩手町立水堀小学校 教諭 大畑 隆


ア 単元名


小学校 第５学年 社会科「工業生産を支える人々 １ 自動車工場をたずねて （１）


自動車づくりにはげむ人々」


イ 単元の目標


・工業生産がさかんな地域の様子を調べ，工業生産に携わる人々が生産を高める工夫・努


力をしていることや，日本の工業の現状と課題をとらえることができる。


・工業生産に関する写真や地図，統計などの資料を収集・選択し，国民生活を支える工業


生産の意味や運輸・貿易のはたらきについて関連付けながら考えることができる。


ウ 本時の目標


・自動車工場の見学ビデオを見て，自動車ができるまでの工程や働く人たちの作業の様子


をとらえることができるようにする。


エ 本時の展開（本時３／13時間）


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


問題把握 『情報サイト』にログイン


導 させる。


入


見通し ビデオ見学の視点を知る


・働く人々の努力


・ロボットの役割 等


調べる① 自動車工場見学ビデオで見 管理者ページで情報サイト


展 学をする 『教材倉庫』にデジタルコ


ンテンツをアップロードし


開 ておき，情報サイトのメニ


ューから『教材倉庫』を選


択させて何度も見させる。


調べる② ビデオ見学をして気が付い 情報サイト『掲示板』に次


たことを記入する の項目について気付いたこ


とを書き込ませる。


①プレス ②溶接 ③塗装


④組み立て ⑤検査 ⑥出荷


調べる③ 他の児童が気付いた点につ 他の意見を閲覧させ，コメ


いてコメントを書き込み， ントを書き込ませる。


意見交流する


気付く 自動車の生産ラインの工夫 『黒画面』で生徒機の画面


について考える を非表示にし，話し合いに


集中させる。


まとめる 次時の学習問題の確認をす


終 る


末


自動車工場見学（ビデオ見学）をして，


自動車ができるまでの様子を調べよう
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活用した教材：情報サイト『LANdeアンケート３』『掲示板』


授業者：盛岡市立厨川小学校 教諭 工藤恭介


ア 単元名


小学校 第５学年 算数「小数のかけ算を考えよう」


イ 単元の目標


・乗法が小数の場合の意味とその計算のしかたについて理解し，それを用いる能力を高め


る。また，計算方法は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。


イ 本時の目標


・『LANdeアンケート３』の活用をとおして，小数のかけ算の定着を図る。


ウ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


既習事項の確認 既習の問題に解答する 『LANdeアンケート３』に


導 問題を作成しておき，解答


させる。


入


本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


10


分


展 練習の段階 『LANdeアンケート３』を 『LANdeアンケート３』に


起動し，問題を解く 問題を作成しておき，解答


開 させる。


30 定着を図る段階 友達が作成した問題を解く


分


まとめ 本時の感想を書き込む 情報サイト『掲示板』に本


終 時の感想を書き込ませ，交


流させる。


末


次時の予告


10


分


小数のかけ算を練習しよう
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活用した教材：情報サイト『教材倉庫』『掲示板』


授業者：盛岡市立厨川小学校 教諭 工藤恭介


ア 単元名


小学校 第５学年 理科「流れる水のはたらき」


イ 単元の目標


・増水による災害の様子や，流れる水は土地のようすを変えることに興味を持ち，地面な


どに水を流して調べる。


・実験結果を基に，川とそのまわりの土地のようすの資料や実際の川などを調べ，流れる


水には，土地をけずったり石や土を流したり積もらせたりするはたらきがあること，流


れる水の速さや水量が変わると土地のようすが大きく変化する場合があることをとらえ


ることができるようにする。


ウ 本時の目標


・動画や写真の資料から，土地の変化と流れる水のはたらきに興味を持ち，両者の関係を


考えたり，調べたりすることができる。


エ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


台風災害の動画提示 動画を見る 管理者ページで情報サイト


導 『教材倉庫』にデジタルコ


ンテンツをアップロードし


入 ておき，情報サイトのメニ


ューから『教材倉庫』を選


択させて何度も見させる。


10 本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


分


展 気付く段階 動画や写真を見ながら気付


いたことをメモする


開


書き込む段階 気付いたことを掲示板に書 情報サイト『掲示板』に自


き込む 分が気付いたことを書き込


ませる。


30 交流する段階 他の児童の書き込みを見な 他の児童の書き込みを閲覧


分 がら考えを深める させる。


まとめ 「流れる水のはたらきは大


終 きな災害を起こすことがあ


る」


末


情報サイト『掲示板』に感


想を書き込ませる。


他の児童の書き込みを閲覧


させる。


10 次時の予告 流れる水のはたらきについ


分 てもっと調べよう


動画や写真を見て気が付いたことを書こう







- 7 -


活用した教材：情報サイト『LANdeアンケート３』


授業者：盛岡市立厨川小学校 教諭 工藤恭介


ア 単元名


小学校 第５学年 総合的な学習「インターネットの利用について考えよう」


イ 単元の目標


・インターネットについて考え，これからの情報生活に生かす。


ウ 本時の目標


・アンケートの集計結果をとおして，正しいインターネットの利用について考えよう。


エ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


本時の課題提示 本時の学習課題を確認する


導


入


10


分


展 調査する段階 アンケートに回答する 『LANdeアンケート３』に


質問を作成しておき，回答


開 させる。


交流する段階 集計結果を基に，インター


ネットの正しい利用につい 集計結果を提示し，マナー


10 て話し合う について話し合わせる。


分


まとめ 「ルールを守ってインター


終 ネットを正しく利用しよ


う。」


末


10


分


正しいインターネットの利用について考えよう
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活用した教材：情報サイト『掲示板』


授業者：岩手町立水堀小学校 教諭 大畑 隆


ア 単元名


小学校 第６学年 国語科「筆者の考えを受け止め，自分の考えを伝えよう 平和のとり


でを築く（読む），自分の考えを発信しよう（書く）」


イ 単元の目標


・筆者が訴えたいことを読み取り，それについて自分の考えをもつことができる。


・「平和」についてさらに考えるために調べたり話し合ったりし，深まった考えを分かり


やすく組み立てて書いて交流することができる。


ウ 本時の目標


・「平和」について自分の考えを発信するために，選材したことをもとに自分の考えを組


み立てて書いた文章を発信し，交流することができる。


エ 本時の展開（本時12・13／14時間）２時間扱い


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


課題把握 学習課題を確認する


導


入


記述の視点確認 記述の視点を確認する


記述 推敲した自分の考えを清書 ワープロソフトを使用して


展 する 推敲したものをキーボード


から入力する


開


発信 清書した作品の全文又は一 『情報サイト』にログイン


部を掲示板に掲示し，考え 後，『掲示板』「自分の考


を発信する えを伝えよう」のコーナー


に，自分の考えの一部又は


全部を入力（又はコピー・


ペースト）させる。


作品鑑賞 友達が発信した作品を読


み，友達の考えを知る


相互評価 友達の作品に対する評価を 情報サイト『掲示板』に掲


意見交流 記入し，交流し合う 示された友達の作品に対す


評価友達の作品の良いとこ る評価コメント記入させ


ろを見つけ，自分の考 る。


えを述べている。


（情報サイト『掲示板』）


自己評価 本時の学習を振り返る（自 情報サイト『掲示板』に感


終 己評価） 想を書き込んだ自分の意見


に対する友達の評価コメン


末 トを読んだ上で，本時の感


想をプリントに記入させ


る。


友達の作品の良さを見つけて交流しよう


友達の考えを読んで意見を書こう
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活用した教材：情報サイト『掲示板』


授業者：岩手町立水堀小学校 教諭 大畑 隆


ア 単元名


小学校 第６学年 国語科「表現の方法を工夫しよう 〔書く〕 感動を言葉に」


イ 単元の目標


・自分の感動や発見を，表現を工夫して詩に書くことができる。


ウ 本時の目標


・友達の作品を読み，そのよさを見つけ，交流し合うことができる。


エ 本時の展開（本時４／４時間）


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


課題把握 本時の学習課題を確認する 『情報サイト』にログイン


導 させる。


入


視点確認 学習の視点を確認する 情報サイト『掲示板』「表


・感動や発見のよさ 現の方法を工夫しよう」の


・書き出し方の工夫点 指示文を読ませ，学習内容


を確かめさせる。


推敲 自分の感動（見方，考え方）


展 が読み手にうまく伝わるよ


うに表現されているかを検


開 討し，修正する


記述 自分の詩を書き込む 情報サイト『掲示板』に作


品を書き込ませる。


相互評価 友達の作品を読み，学習の 他の作品を閲覧させ，評価


視点に沿って相互評価し合 コメントを書き込ませる。


う


・感動や発見の良さ


・書き出し方の工夫点


評価友達の作品の良いとこ


ろを見つけ，積極的に


交流している


（情報サイト『掲示板』）


交流後に自分の作品（詩作）


作品解説 の背景や感動，表現の工夫


について簡単に説明する。


まとめの読み 教科書「感動を言葉に」の


終 詩を朗読し，単元のまとめ


を行う


末


友達の作品の良さを見つけて交流しよう
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活用した教材：情報サイト『チャット』


授業者：盛岡市立厨川小学校 教諭 工藤恭介


ア 単元名


小学校 第６学年 理科「生き物のくらしとかんきょう」


イ 単元の目標


・生き物と空気，食べ物，水とのかかわりに関心を持ち，これまでの学習や生活経験など


を想起しながら，空気中の酸素は植物が出していること，人や動物の食べ物の元は植物


であること，生きている植物だけでなく，枯れた植物も動物の食べ物になっていること，


水は生き物にとって不可欠なものであることを，実験したり資料で調べたりして知り，


生き物は互いに関わり合って生きていることをとらえることができるようにする。


ウ 本時の目標


・生き物と空気，食べ物，水との関わりについて意見交流し，理解を深める。


エ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


既習事項の確認 自分でまとめた結果を振り


導 返る


入 本時の課題提示 本時の学習課題を確認する


10


分


展 書き込む段階 自分が考えたことをチャッ 情報サイト『チャット』に，


トに書き込む 自分の考えを書き込ませ


開 る。


交流する段階 他の書き込みを見ながら， 他の考えを閲覧させ，それ


30 意見交流を行い，理解を深 に対する意見を書き込ませ


分 める る。


まとめ 「生き物と空気，食べ物，


終 水はすべてつながってい


次時の予告 て，不可欠なものである。」


末


学習の確かめをしよう


10


分


これまでの学習を振り返り，意見交流をしよう
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活用した教材：情報サイト『ディベートサイト』


授業者：盛岡市立厨川小学校 教諭 工藤恭介


ア 単元名


小学校 第６学年 学級活動「朝食の大切さを考えよう」


イ 単元の目標


・朝食に関するアンケート結果をとおして朝食の大切さを考え，これからの生活に生かす。


ウ 本時の目標


・アンケート結果から，朝食の大切さを考えよう。


エ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


本時の課題提示 本時の学習課題を確認する


導


入


10


分


展 調査する段階 朝食についてのアンケート 情報サイト『ディベートサ


に書き込む イト』に自分の考えを書き


開 込ませる。


30 交流する段階 集計結果を基に，朝食につ 集計結果を閲覧させ，話し


分 いて話し合う。 合わせる。


まとめ 「朝食について学んだこと


終 をこれからの生活に生かそ


う。」


末


10


分


朝食の大切さについて考えよう
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活用した教材：情報サイト『掲示板』


授業者：遠野市立附馬牛中学校 教諭 佐藤和史


ア 単元名


中学校 第１学年 技術・家庭科


技術分野 Ｂ 情報とコンピュータ「電子メールと情報の発信」


イ 本時の目標


・情報を扱う際のルールやマナーについて知り，情報モラルの必要性を考えることができる。


ウ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


メールで困ったこと メールに関して困ったこと 情報サイト『掲示板』に書


導 を書き込む き込ませたり，他の書き込


みを閲覧させたりする。


入


どんな困ったことがあるか


確認する


・関係ないメールがくる


・ウィルスに感染した


10 本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


分


展 チェーンメールはどんな チェーンメールがどんなも


ものか のか確認する


開


擬似チェーメールの交換 メールソフトの使い方を確 メールソフトを使用し，お


を体験する 認する 互いにメールをやり取りさ


せる


チェーンメール疑似体験の ハブのランプを確認させ


ルールを確認する る。


・できる限り早く返信する


・送信してきた以外の５人 ※目的と違った使い方をし


に同じ内容を送る ていないか確認する。


・なるべくクラス内のいろ


んな人に送る


トラフィックの変化の様子


10分間でどの程度メールが をグラフで表したものを生


20 広がったかを確認する 徒機に転送する。


分 チェーンメールの対処 チェーンメールがきたらど


うすればよいか班内で話し


合い，発表する


いろいろなチェーンメー 提示されたチェーンメール 教師機の画面を生徒機に転


ルを紹介 を確認する 送する。


※不幸の手紙とは違う形の


他の問題について


まとめ 今日の授業で気が付いたこ


終 とをまとめる


末


10


分


メールの問題点について考えよう
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活用した教材：情報サイト『LANdeアンケート３』『ディベートサイト』『掲示板』


授業者：遠野市立附馬牛中学校 教諭 佐藤和史


ア 単元名


中学校 第２学年 技術・家庭科


技術分野 Ａ 技術とものづくり「電気エネルギーを動力に変えるには」


イ 本時の目標


・模型用モータの仕組みを知り，速く回転させる方法を理解する。


・学習した内容を関連付けて考え，生活の中に生かそうとする姿勢を育てる。


ウ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


既習事項の確認 モータの構造を確認する 『LANdeアンケート３』に


導 問題を作成しておき，解答


させてレディネスを揃え


入 る。


５ 本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


分


展 速く回転させる方法を予 自分が電気自動車の開発者 情報サイト『ディベートサ


想 だったらどんな方法で速く イト』に自分の考えを書き


開 するか考える 込ませる。自信がある答え


の時は「賛成」ボタンを，


自信がない答えの時は「反


８ 交流する段階 みんなから出た意見を画面 対」ボタンをクリックさせ


分 を見ながら確認する る。


回転が速くなるかを検証 意見を基にした実験装置


で，実際に回転数の変化が


あるか回転計を用いて検証


する


15


分 実験結果を報告する


発生した疑問点について 実験結果から気付いたこと ※他の意見の閲覧に集中す


の考察 を発表する る生徒が出ないよう，こ


こではあえて挙手発言を


させる。


15 なぜ速くならないか理由を


分 考える


本時のまとめ モータを速く回転させる方 情報サイトの「掲示板」を


終 法を確認する 利用して，自分の考えを書


き込ませる。


末


自分が開発者だったらどの 数人の意見を読み上げる。


ような方法をとるか考える


７ ※全員の書き込みを保存す


分 る。


モータを速く回転させるにはどうしたらよいだろうか
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活用した教材：情報サイト『学習クイズ』


授業者：遠野市立附馬牛中学校 教諭 佐藤和史


ア 単元名


中学校 第２学年 技術・家庭科


技術分野 Ｂ 情報とコンピュータ「応用ソフトウェアの活用（データベース）」


イ 本時の目標


・データベースの働きや有効性について理解する。


・コンピュータを使用したシステムの問題点に気づく。


ウ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用
前時の確認 問題に取り組む 管理者ページで情報サイト


導 ・データベースとは 『学習クイズ』に問題を作
・身の回りにあるデータベ 成しておき，情報サイトの


入 ース メニューから『学習クイズ』
を選択させ，解答させる。


本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


展 アンケート内容を決める 学級全体にどんなアンケー
トを取るか相談して決める


開 ※班毎に教師にアンケート
内容を伝える


コンピュータを使用しな 集計用紙を班内で作成する
いでアンケートを取る


アンケート活動をする ※生徒から出た内容をもと
・時間を測定する に，「メモ帳」でアンケ
・人数を確認する ートを作成する


コンピュータを使用して コンピュータを使用してア 『LANdeアンケート３』を
アンケートを取る ンケートに答える 使用して班から出されたア


ンケートに答える


集計結果をみんなで確認す
る
・コンピュータを使用しな


いアンケート
・コンピュータを使用した 教師機の画面を生徒機に転


アンケート 送する。


両者の特徴に付いてまと データベースの利点につい ※前時に学習したデータベ
める て考える ースの働きと有効性を実


・多くの情報を収集するの 感させる
に有効である ・多くの情報を収集・蓄積


・集計を自動で行える する機能，利用者が必要
・時間がかからない とするデータを表示する
・信憑性についてはやや疑 機能


問が出る場合がある ・時間や手間がかからない
・地理的な問題を克服でき


る
今日の授業の感想 本時の授業の感想を入力す 情報サイト『掲示板』に本


終 る 時の授業の感想を書き込ま
次の時間の確認 せる。


末 発表する


データベースの働きを体験してみよう
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活用した教材：情報サイト『学習クイズ』『Ｇベース』『授業の記録』『掲示板』


授業者：奥州市立前沢中学校 教諭 青沼 徹


ア 単元名


中学校 第３学年 英語科「Unit４ An American Rakugo-ka」


イ 単元の目標


・コミュニケーションに対する関心・意欲・態度


・表現の能力


・理解の能力


・言語や文化についての知識理解


ウ 本時の目標


・「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」の形・意味・用法を理解できる。


・「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」を用いた表現ができる。


・『Ｇベース』を用いてドリル学習することにより，不定詞「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」


の定着を図ることができる。


エ 本時の展開（本時１／６時間）


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


学習への関心を持たせる クイズに取り組む 管理者ページで情報サイト


導 『学習クイズ』に問題を作


成しておき，情報サイトの


入 メニューから『学習クイズ』


を選択させ，解答させる。


新言語材料の導入 「疑問詞＋to＋動詞の原形」 パワーポイントを使い画面


の規則性・文法事項を把握 転送する。生徒の発言から


する 基本文にアプローチする。


新言語材料の確認 「疑問詞＋to＋動詞の原形」 パワーポイントを使う。Ｇ


の基本表現文の問題に解答 アップシートに記載さたも


する のに類似した問題をパタン


プラクティスしていく。


本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する パワーポイントをフラッシ


ュカードのように扱う。


パワーポイントを使い，い


つでも学習課題から逸れな


15 いように提示させておく。


分


展 Ｇベースの使い方の確認 Ｇベースを起動し，ログイ 情報サイトのメニューから


ンする 『Ｇベース』を選択させ，


開 ログインさせる。


Ｇベースのシートで学習 指定されたシートで学習す 指定したシートで学習させ


する① る る。


Ｇベースのシートで学習 自分でシートを選択して学 シートを習熟度に応じて選


する② 習する 択させ，学習させる。


問題をたくさん解いて「疑問詞 + to + 動詞の原形」の表現を理解しよう
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25 （採点と学習履歴の記録は


分 自動的に行われる。）


終 自分の考えを持つ 「疑問詞+ to +動詞の原形」 前時に自分が書いた自己表


を用いて自己表現し，交流 現の日本語文を情報サイト


末 する 『授業の記録』で確認させ


る。


自分の意見を発表する 情報サイト『掲示板』に自


己表現の日本語文を英語に


訳して書き込ませる。


他の生徒の考えや意見を 他の生徒の書き込みを閲覧


知る させる。


学習のまとめ プリントの不定詞「疑問詞


＋to＋動詞の原形」の問題


を解く


10


分 次時の予告
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活用した教材：情報サイト『ディベートサイト』


授業者：遠野市立附馬牛中学校 教諭 佐藤和史


ア 単元名


中学校 第３学年 道徳「５分間の涙 愛情で結ばれる家族（家族愛）」


イ 本時の目標


・父母・祖父母に敬愛の念を深め，家族の一員としての自覚を持って充実した家庭生活を


築く。


ウ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


エクササイズ


導 ・コンピュータを使用し 情報サイト『ディベートサ


てディベートを行う イト』に書き込ませる。


入 ［子］都会と田舎のどち


らがいいか


［親］朝食は米とパンの


どちらがいいか


［親子］夏がいいか冬が


いいか


心のノートを使用して関


展 心を高める


[子]家族っていいなぁと 『ディベートサイト』に書 情報サイト『ディベートサ


開 感じたのはどんな時 き込む イト』に家族とのエピソー


ですか ドを書き込ませる。


[子]親が泣いているのを


見た時がありますか


他の書き込みを閲覧する 他の生徒の書き込みを閲覧


させる。


資料を読んで考える ※挿絵などを用いて，資料


・話の内容を確認する の概要をつかませる


①祖母の亡骸の前で肩を ・いつも冷静な父が祖母の


ふるわせて泣いている 死に対して号泣している


父を見て，「わたし」 姿から，子どもにとって


はどう思っただろうか の親の存在の大きさに気


（３人） 付かせる


②音楽なんてろくでもな ・我が子のためならば，ど


いと思われていた時代 んな犠牲もいとわない親


に，祖母はどんな思い の気持ちを感じ取らせる


で一家の大事な財産で


ある電話を処分してま ※教師の体験談


で父のためにトランペ


ットを買ったのだろう ・「計り知れない思いと伝


か えきれないほどの思いが


（３人） あったことに気づいた」


の文章に着目させる
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終 家族への自分の気持ちを


改めて考える


末 [親]子供を見て幸せだと ディベートサイトに書き込 情報サイト『ディベートサ


感じるのはどんな時 む イト』に書き込ませる。


ですか


[子]将来どんな家庭にし ディベートサイトに書き込 情報サイト『ディベートサ


たいですか む イト』に書き込ませる。


コンピュータを利用して親


の意見，子供の意見を紹介


する。


本時の感想を発表する


（２人）


参考資料「平成16年度 北上市立上野中学校 道徳学習指導案」 岩手県総合教育センターデータベース
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活用した教材：情報サイト『掲示板』『Ｇベース』


授業者：遠野市立附馬牛中学校 教諭 佐藤和史


ア 単元名


中学校 第３学年 学級活動「進路の実現に向けて」


イ 本時の目標


・苦手な部分の克服の必要性を理解させる。


・これから取り組む放課後学習会の導入


ウ 本時の展開


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


受検に対する不安 不安に思っていることに関 情報サイト『掲示板』に書


導 して具体的に挙げる き込ませ，どんな不安があ


るかをみんなで確認する


入 受検に向けた学習につい 苦手教科の克服の必要性や


て 放課後学習会の実施につい


10 て


分


展 自分の苦手なところを確 学習シートを使い，自分が


認する よく理解していないところ


開 に印をつける


※よくわからない生徒には，


35 一番初めにわからないと


分 感じたところをチェック


させる


『Ｇベース』を利用して自 『Ｇベース』を利用し，で


分の苦手な問題に取り組む きるだけ多くの問題に取り


・理解していない部分の初 組ませる。


期のところからはじめる


・１シートが終わったら採


点をする


・学習シートにも点数を書


き込む


・到達目標点を決め，到達


しない場合はもう一度取


り組むように工夫する


・時間内にできるだけ多く


の問題に取り組む


本時の取組を確認する 本時に取り組めたところを


終 学習シートで確認する


末


５


分


進路の実現に向けて，これからの学習について考えよう
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無線LAN対応携帯電話を用いた情報モラルの指導の取り組み


岩手県立総合教育センター 三田正巳


m-mita@center.iwate-ed.jp


１ はじめに


現在，岩手県立総合教育センターでは，コンピ


ュータ端末から利用する教材システム「情報サイ


ト」を開発し，インターネットの安全利用を中心


とした「情報モラル」指導について，教員研修に


組み入れるとともに県内の各校に出向いて「情報


モラル」授業の実践に取り組んでいる。


そのような中，携帯電話をインターネットの端


末として用いる中・高校生が急増し，携帯電話を


きっかけとした事件・事故が多発している。そこ


で，次の指導段階のポイントとして児童・生徒が


より身近にインターネットを扱うツールとして利


用している携帯電話に着目した。


特に，中・高校生の間で「プロフ（プロフィー


ルサイト）」がコミュニケーション手段の一つと


して急速に広まっており，利用増加に伴ってプロ


フを介した出会い系サイトへのアクセス数が増加


している。また，アクセス数に応じたキャッシュ


バックを目的として，自ら個人情報を流出させる


事例も見受けられる。このようにさまざまな事件


・事故に発展する事例が増加しており，児童・生


徒の携帯電話利用の危険性が急速に問題として浮


上してきている。


そこで，本実践ではコンピュータではなく，『携


帯電話』を通信端末とし，『体験的』にプロフの


作成をとおして，『個人情報』に関する取り扱い


を十分に考えさせる授業実践を行った。


２ 無線LAN携帯電話システム（ハード面）


無線 LAN 対応携帯電話(NEC 製 N900iL および


N902iL)の機能を利用して SIP サーバやアクセス


ポイント等を組み合わせることにより，外部と遮


断した状態で教室内「通話」・「メール」・「Web


閲覧」できる環境を構築した(図 2.1)。


授業実践では，SIP 対応テレフォニーサーバ


図2.1 無線LAN対応携帯電話システム概要


（UNIVERGE SV7000），アクセスポイントのシ


ステム等はデモ機，無線 LAN 対応携帯電話


（N900iL）40 台（図 2.2）を用いた。


３ 教材「プロフィールサイト」システム（ソフト面）


教材「プロフィールサイト」は，インターネッ


ト上のサービスと同様に携帯電話から Web ペー


ジへのアクセスすることで，「新規登録」からプ


ロフの「公開」，「編集」等ができるものであり，


当センター独自に開発したものである。


Windows2003Server の IIS 上で動作する ASP に


より作成されているため，携帯電話のみならず，


コンピュータからのアクセスでも利用可能となっ


ている。TOP ページ（図 3.1）内のメニューは，


以下のとおりである。


○新規登録／○管理人室／○プロフ ID で検索／


○フリーワードで検索／○アクセスランキング


教材としての機能を持たせるために，「禁止ワ


ードのチェック機能」，「各プロフページへの投


票機能」，「アンケート回答・集計機能」，「掲示


板機能」，「端末情報取得機能」を付加している。


図3.1 教材「プロフィールサイト」TOPページ


図2.2 携帯電話（NEC製 N900iL）及びSIPサーバ
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４ 授業実践


授業実践は，岩手県立水沢高等学校１年生７ク


ラスを対象に行った。文部科学省のスーパーサイ


エンスハイスクール（SSH）指定校で，学校設定


科目「科学特別講義Ⅰ」において実践した。


■科目：科学特別講義Ⅰ


■単元名：情報の収集・発信と情報機器の活用


■対象：１年生７クラス


■指導内容：45 分×２コマ


第 ・携帯電話等利用状況の確認


１ ・携帯電話通信のしくみ解説


時 ・ﾌﾟﾛﾌ作成（各自：図 4.1）


・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用した情報発信の利点の確認


第 ・他のﾌﾟﾛﾌ閲覧（生徒相互に,配慮が必要な表現


２ の洗い出し）


時 ・洗い出された項目について掲示板へ書き込み


・各自の端末情報確認


・ﾌﾟﾛﾌの危険性,情報発信の際の注意事項の確認


５ 実践の効果及び考察


この授業の最大のねらいは，「情報発信する側


の責任と個人情報への配慮」を体験的に学ぶこと


であり，一人一台携帯電話を用いることで，普段


どおりの利用方法の把握や表現方法を題材にし


て，第２時で個人情報の表現方法について検討す


ることであった。


生徒の感想(表 5.1)から，携帯電話の実機を用


いたことで情報発信の際に配慮しなければならな


いこと，特にも「個人情報」に関することを体験


的に理解することができたようであり，他の人へ


もその大事さを伝えたいという感想から行動とし


ても変化が見られたと言える。


なお，事前に懸念されていたことは，授業当日


に教材用携帯電話を配布するために，操作に慣れ


ることに精一杯で，授業本来の目的が達成できる


かということであった。しかし，図 5.1 と図 5.2


のとおり，各クラスとも第１時のプロフ作成にお


いては，平均 12.9 の項目を入力（図 5.1：作業時


間 10 ～ 15 分程度）し，第２時のプロフページ閲


図4.1 授業風景


覧においては，平均 21.8 ページほど閲覧（図 5.2


：作業時間 10 分程度）していることから，機器


の操作についてはほとんど問題がなかったことが


分かる。


また，携帯電話でアクセスする Web ページの


URL は，全てバーコードリーダーから「QR コー


ド」で取得したことも時間短縮につながったと思


われる。


表5.1 生徒の感想から


■♀高校入学と同時に携帯電話を持ち始めて，携帯電話
の怖さとか何も知らなかったことに，今日の授業で気づ
かされました。
■♂プロフィールを公開する上で危険なところをいろい
ろな人に伝えようと思いました。
■♂実際に携帯電話を使いながら，インターネットのし
くみを学習できたので理解もしやすく，IP アドレスの
意味や役立ち方についても目の前でその仕組みを見るこ
とができたので大変良かったと思います。
■♀私は自分の名前でプロフを作ってしまって，掲示板
でみんなに指摘されてしまったので，個人情報をインタ
ーネットに流すのは本当に慎重に考えてやらないといけ
ないと感じました。


６ おわりに


本実践をとおして，「情報モラル」指導に携帯


電話を利用することの重要性を改めて実感した。


携帯電話を便利なツールとして，より安心して，


安全に利用するための指導が学校現場では必要で


あると思われる。ハード面の整備には費用などま


だ大きなハードルがあるが，この実践がきっかけ


となって，実践が普及することを期待したい。


図5.1 ﾌﾟﾛﾌ入力項目数（最大－平均－最小）


図5.2 プロフ閲覧数（最大－平均－最小）
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携帯電話を利用した「情報モラル」指導実践について
The Practice of Information Moral Education by Using Mobile Phones


三田 正巳


Masami MITA


岩手県立総合教育センター


THE GENERAL EDUCATION CENTER OF IWATE


＜あらまし＞ 無線 LAN 対応携帯電話(NEC 製 N900iL)を活用して，教室内で利用できるネット


ワークシステムを構築した。高等学校においては生徒の携帯電話所有率も高いことから，「情報の発信」


の指導に用いるための教材「プロフィールサイト」を独自に開発した。無線 LAN 対応携帯電話システ


ム内で「プロフィールサイト」を利用できるようにネットワークシステムを拡張した。これらのシス


テムを用い，一人一台の携帯電話を使った授業実践を高等学校で行った。携帯電話を用いた体験的活


動を行うことにより，「情報の発信」の際の注意点と危険性をより意識させることができた。


＜キーワード＞ 情報教育，教育ソフトウェア開発，学習指導，授業分析，授業実践


１．はじめに


現在，岩手県立総合教育センターでは，「情報


モラル指導」にコンピュータ端末から利用する教


材システム『情報サイト８』を開発し，インター


ネットの安全利用を中心として教員研修に組み


入れるとともに県内の各校に出向いて「情報モラ


ル」授業の実践に取り組んでいる。


そのような中，携帯電話をインターネットの端


末として用いる中・高校生が急増し，携帯電話を


きっかけとした事件・事故が多発している。そこ


で，次の指導段階のポイントとして児童・生徒が


より身近にインターネットを扱うツールとして


利用している携帯電話に着目した。


特に，中・高校生の間で「プロフ（プロフィー


ルサイト）」がコミュニケーション手段の一つと


して急速に広まっており，利用増加に伴ってプロ


フを介した出会い系サイトへのアクセス数が増


加している。また，アクセス数に応じたキャッシ


ュバックを目的として，自ら個人情報を露出して


いる事例も見受けられる。このようにさまざまな


事件・事故に発展する事例が増加しており，児


童・生徒の携帯電話利用への指導が急務となって


いる。


本実践では，「コンピュータ」ではなく「携帯


電話」を通信端末として活用し，プロフ作成をと


おして『体験的活動』により『個人情報』に関す


る取り扱いを十分に考えさせる授業実践を行っ


た。本報告はこの成果の概要である。


２．岩手県における「情報モラル」指導


岩手県では，平成 19 年度より，二つの面から


「情報モラル」指導に特にも取り組んでいる。


1 つ目は，当教育センターで実施している教員


対象の研修である。初任者研修及び教職経験者


10 年研修においては，全校種の研修者全員に実


施している。加えて，小・中学校の教職経験者


15 年研修においても実施している。内容は，当


センターが開発した教材『情報サイト８』を用い


た体験型の研修で，掲示板やチャット，または有


害サイト等をPC実習室内のネットワーク内で実


際に体験しながら，「情報モラル」指導の進め方


について研修している。時間は概ね 90 分である。


さらに，「県立学校ネットワーク管理者研修講


座」「高等学校教科「情報」研修講座」「小中学校


校内サーバ構築研修講座」で同様の研修内容を取


り入れている。


図 2.1 教材「情報サイト８」TOP ページ


２つ目は，学校現場からの要請による「出前研


修」「出前授業」である。学校や市町村教育委員


会等が企画した研修会や模擬授業について，講師
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の依頼に応じて，当センターの所員が各会場校で


研修や授業を実施している。対象は，「生徒指導


連絡協議会」「研究主任・教務主任研修会」「視聴


覚担当研修会」「中学校技術・家庭科（技術）研


修会」，及び各校種の児童生徒である。内容は前


述と同様に，各会場校の PC 実習室に教材「情報


サイト８」をインストールして行い，時間は 90


分～半日程度で行っている。


一昨年度は 32 件実施し，のべ 1,929 名が受講


した。今年度は 43 件が予定されており，７月上


旬で 2,760 名が受講している。


図 2.2 教材「情報サイト８」管理者ページ


３．無線 LAN 対応携帯電話システム
無線LAN対応携帯電話(NEC製N900iL)の機能


を利用して SIP サーバやアクセスポイント等を


組み合わせることにより，外部と遮断した状態で


教室内「通話」・「ショートメール」・「Web


閲覧」できる環境を構築した(図 3.1)。


図 3.1 無線 LAN 対応携帯電話システムの概要


授業実践では，無線 LAN 対応携帯電話（NEC


製 N900iL）40 台（図 3.2），SIP 対応テレフォニ


ーサーバ（UNIVERGE SV7000），アクセスポイ


ントのシステム等はデモ機（図 3.3）を用いた。


図 3.2 授業で利用した携帯電話 N900iL


図 3.3 SIP サーバ群


４．「プロフィールサイト」システム
教材「プロフィールサイト」は，インターネッ


ト上のサービスと同様に無線 LAN 対応携帯電話


から Web サーバへのアクセスすることで，「新


規登録」からプロフの「公開」，「編集」等がで


きるものであり，当センター独自に開発したもの


である。


前述の「情報モラル」指導用教材「情報サイト


８」と同様，Windows2003Server の IIS 上で動作


する ASP により作成されている。携帯電話のみ


ならず，コンピュータからのアクセスでも利用可


能となっている。TOP ページ（図 4.1）内のメニ


ューは，以下のとおりである。
●新規登録／●管理人室／●プロフ ID で検索／


●フリーワードで検索／●アクセスランキング


さらに，「禁止ワードのチェック機能」，「各


プロフページへの投票機能」，「アンケート回答・


集計機能」，「掲示板機能」，「端末情報取得機


能」を付加している。インターネット上のサービ


スを PC 実習室内にただ再現するだけではなく，


指導用の教材としての機能を持たせてある。
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図 4.1 教材「プロフィールサイト」TOP ページ


５．授業実践の様子
授業実践は，文部科学省のスーパーサイエンス


ハイスクール（SSH）指定校である岩手県立水沢


高等学校１年生７クラスで行った。学校設定科目


「科学特別講義Ⅰ」において実践した。


■科目：科学特別講義Ⅰ


■単元名：情報の収集・発信と情報機器の活用


■対象：１年生７クラス


■指導内容：45 分×２コマ


（※）以下，クラス名は無作為に並び替えたものである。


第


１


時


・携帯電話等利用状況の確認（アンケート）


・携帯電話通信のしくみ解説


・各自プロフィールサイト作成


・インターネットを利用した情報発信の利


点の確認


第


２


時


・他のプロフィールサイト閲覧


（生徒相互に，配慮が必要な表現の洗い出し）


・洗い出された項目について掲示板へ書き


込み（情報の共有）


・各自の端末情報確認（IP アドレス確認）


・プロフィールサイトの危険性，情報発信


の際の注意事項の確認


図 5.1 授業の様子


図 5.2 休憩時間の様子


図 5.3 プロフページの作成例


６．実践の効果及び考察
この授業の最も大きなねらいは，「情報発信す


る側の責任と個人情報への配慮」を体験的に学ぶ


ことであり，一人一台の携帯電話を用いることに


より，生徒が普段，どのように利用しているかを


把握しつつ，ネット上での各自の自己表現を題材


にして，個人情報の表現方法について検討するこ


とである。


授業後の生徒の感想(表 6.3)から，携帯電話の


実機を用いたことで情報発信の際に配慮しなけ


ればならないこと，特にも「個人情報」に関する


ことを体験的に理解することができたようであ


る。また，「自分だけではなく，他の人へもその


大事さを伝えたい」という感想などからも意識に
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変容が見られたと言える。


なお，事前に懸念されていたことは，授業当日


に携帯電話を配布し，利用させるために，操作に


慣れることに精一杯で，授業本来の目的が達成で


きるかということであった。しかし，図 6.1 と図


6.2 のとおり，各クラスとも第１時のプロフ作成


においては，平均 12.9 の項目を入力（図 6.1：作


業時間 10～15 分程度）し，第２時のプロフペー


ジ閲覧においては，平均 21.8 ページほど閲覧（図


6.2：作業時間 10 分程度）していることから，機


器の操作についてはほとんど問題がなかったこ


とが分かる。


図 6.1 プロフ入力項目数（最大－平均－最小）


また，携帯電話でアクセスする Web ページの


URL は，全てバーコードリーダーから「QR コー


ド」で取得したことも時間短縮につながったと考


える。


図 6.2 プロフ閲覧数（最大－平均－最小）
■♀高校入学と同時に携帯電話を持ち始めて，携帯電話


の怖さとか何も知らなかったことに，今日の授業で気づ


かされました。


■♂プロフィールを公開する上で危険なところをいろい


ろな人に伝えようと思いました。


■♂実際に携帯電話を使いながら，インターネットのし


くみを学習できたので理解もしやすく，IP アドレスの意


味や役立ち方についても目の前でその仕組みを見ること


ができたので大変良かったと思います。


■♀私は自分の名前でプロフを作ってしまって，掲示板


にみんなで指摘されてしまったので，個人情報をインタ


ーネットに流すのは本当に慎重に考えてやらないといけ


ないと感じました。


表 6.3 生徒の感想から


次に，第２時に他の生徒の作成したプロフ閲覧


後，「プロフ作成時に気をつけたい事項」につい


て，アンケート形式で回答（複数回答）させた。


その結果，各クラスとも［誕生日］［住んでいる


ところ］［メールアドレス］の３つの項目を指摘


する傾向が見られた。


図 6.4 ［プロフ作成時に気をつけたい項目］回答


さらに，この３つの項目を指摘する割合につい


て，各クラスの比較を図 6.5 に示す。


図 6.5 ３つの項目値の合計（％）


これらの結果から，クラスによって大きく数値


に差異が見られた。数値が大きく出ているクラス


は，生徒の意識が統一されている割合が高いとい


える。逆に，値が小さいクラスは，情報発信の際


に気を付けるべき点が焦点化されていないため，


補足的な指導が必要と考える。


６．おわりに


本実践をとおして，「情報モラル」指導に携帯


電話を利用することの重要性を改めて実感した。


従来の「持ってこさせない！」「使わせない！」


という指導ではなく，携帯電話を便利なツールと


して認めながら，安全に利用するための指導が学


校現場では必要であると思われる。ハード面の整


備には費用などまだ大きなハードルがあるが，こ


の実践がきっかけとなって，児童生徒がより安全


にインターネットを利活用できることを期待し


たい。


【参考 URL】


教材「情報サイト８」およびアドインツールダウンロードページ


http://www1.iwate-ed.jp/tantou/joho/moral/joho_site/index.html
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【 実践例目次 】


学習指導
活用の場面と実践例の掲載ページ


教材名 導 入 展 開 終 末


１ 既習事項の定着を確かめさせる 連絡黒板 p.３


学習クイズ p.４


LANdeｱﾝｹｰﾄ３ p.５ p.６


２ 学習への関心を持たせる 教材倉庫 p.８


学習クイズ p.９


掲示板 p.10


３ 課題を把握させる


４ 学習の見通しを持たせる 掲示板 p.13


５ 自分の考えを持たせる・発表さ ディベートサイト p.16 p.17


せる・他の考えや意見を知らせる p.18


授業の記録 p.19


掲示板 p.20 p.21 p.24


p.22 p.23


LANdeｱﾝｹｰﾄ３ p.25


チャット p.26


６ 学習内容をまとめさせる 連絡黒板 p.28


７ 練習問題に取り組ませる Ｇベース p.30


LANdeｱﾝｹｰﾄ３ p.31


８ 学習内容を確認させる ディベートサイト p.34


掲示板 p.35 p.36
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Ⅰ ネットワークの利点


校内ネットワークが敷設されると，敷設する前に比べて学習活動の幅が著しく広がります。「校


内ネットワーク活用ガイドブック2005」には，校内ネットワークが整備されることによって便利に


なる日常的な活動がいくつか例示されています。これらの中から学習活動に関する部分を要約する


と次の２点になります。


・学習の交流の場を提供することができる


・教材やデータを共有することができる


掲示板などを活用すれば，児童生徒が考えや意見を交流したり，わかったことを発表したりする


ことができます。口頭の発表では聞き間違えたり，聞き逃したり，忘れてしまったりすることがあ


りますが，ネットワーク上の書き込みは内容や経過がサーバに記録されるので，後から確認するこ


ともできます。また，児童生徒の意見をリアルタイムで集計して提示したり，問題の解答状況をす


ぐに確認することもできます。さらに，予め教材をサー


バに保存しておけば，必要に応じて何度も呼び出して繰


り返し学習させることができ，復習や発展的な学習にも


対応が容易です。


これらの利点を生かし，各教科等の学習においてデー


タの一元管理，コンテンツやディジタル教材の効率的な


利用，教師と児童生徒および児童生徒同士のコミュニケ


ーションの手段として校内ネットワーク（【図１】）を活


用します。授業における導入，展開，終末など指導場面


に応じたネットワークの活用例を【表１】に示します。


ネットワークの活用は学習指導の改善につながり，「わか


る授業」を実現でき，学習指導の効果を高めることがで


きます。


【表１】学習指導の効果を高めるネットワークの活用例


学習指導 段階 ネットワークの活用例


１ 既習事項の定着を確かめ 導入 ネットワークを使って配信した問題に解答させる


させる


２ 学習への関心を持たせる 導入 ディジタルコンテンツを提示したり，アンケートの


結果をリアルタイムに集計して提示したり，自分の考


えを書き込ませたりして興味を持たせる


３ 課題を把握させる 導入 課題を提示して確認させる


４ 学習の見通しを持たせる 導入 予想を書き込ませたり，アンケートの集計結果を提


示したりすることにより，学習の見通しを持たせる


５ 自分の考えを持たせる・ 展開 自分の考えを書き込ませたり，他の書き込みを閲覧


発表させる・他の考えや意 （終末） させたりすることで意見交流させる


見を知らせる


６ 学習内容をまとめさせる 終末 学習したことを提示し，確かめさせる


７ 練習問題に取り組ませる 終末 ネットワークを使って配信した問題に解答させた


（展開） り，習熟度に応じて問題を選択させたりすることによ


り，復習や発展的な学習をさせる


８ 学習内容を確認させる 終末 ネットワークを使って配信した問題に解答させ，本


時の学習内容を確認させる


【図１】校内ネットワークの概念図


インターネット


校内ネットワーク


校内サーバ


生徒機


教師機


生徒機


Ⅰ ネットワークの利点
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例


１ 既習事項の定着を確かめさせる（授業の導入場面）


ネットワークを使って送信した問題に解答させることにより，既習事項の定着を確かめさせ


ます。記録したデータを使って個人指導を行います。


活用のしかた


(1) 情報サイト『連絡黒板』の場合


ア 予め，管理者ページで『連絡黒板』に既習の問題を作成します。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『連絡黒板』を選択させ，ノートに解答させたり，


口頭で解答させます。


(2) 情報サイト『学習クイズ』の場合


ア 予め，管理者ページで学習クイズの問題を作成します。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『学習クイズ』を選択させ，解答させます。


ウ 「採点する」ボタンをクリックさせ，表示された点数をノートに記録させます。


(3) 『LANdeアンケート３』の場合


ア 予めメモ帳などでアンケートを作成し，ネットワーク内のフォルダに保存します。


イ 生徒機のタスクバーに『LANdeアンケート３』が常駐していることを確認します。


ウ 教師機から「アンケートする」をクリックし，生徒機にアンケート画面を表示させます。


エ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，集計結果のグラフ


を提示します。


(4) 情報サイト『アンケート』または『汎用アンケート』の場合


ア 予め，管理者ページで問題を作成します。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『アンケート』または『汎用アンケート』を選択さ


せ，解答させます。


ウ 管理者ページから「アンケート集計」を選択し，生徒機にアンケート画面を表示させます。


(5) 『Ｇベース』の場合


ア 『Ｇベース』のシートから問題をいくつか指定し，生徒に解答させます。


イ 「解答」ボタンをクリックさせ，表示された正解と合っているかを記録させます。


活用のコツ


(1) 授業の導入で用いるので，ポイントを絞って問題を作成します。


(2) 日本語入力が不得手な児童生徒もいるので，文章による解答だけでなく，選択肢による問題


も入れるようにします。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
１ 既習事項の定着を確かめさせる（授業の導入場面）
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【実践例】情報サイト『連絡黒板』


(1) 小学校


ア 単元名


第３学年 算数科「わり算を考えよう」


イ 本時の目標


・乗法九九を１回適用してできる除法で，あまりのある場合の計算方法を理解する。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


既習事項の確認 既習の問題に解答する 管理者ページで情報サイト


導 『連絡黒板』に問題を作成


しておき，情報サイトのメ


入 ニューから『連絡黒板』を


選択させて問題を提示し，


ノートに解答させる。


本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


エ 児童生徒の感想


・問題が画面に出るので，とてもおもしろかったです。


・画面が近いので，ノートに写しやすかったです。


・コンピュータでの学習は，すぐ近くで見やすかったです。


オ 授業者の感想


・板書の代わりに『連絡黒板』を利用したが，板書よりも書き写しやすいようである。


あまりのあるわり算を考えよう


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
１ 既習事項の定着を確かめさせる（授業の導入場面）
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
１ 既習事項の定着を確かめさせる（授業の導入場面）


【実践例】情報サイト『学習クイズ』


(1) 中学校


ア 単元名


第２学年 技術・家庭科


技術分野 Ｂ 情報とコンピュータ「応用ソフトウェアの活用（データベース）」


イ 本時の目標


・データベースの働きや有効性について理解する。


・コンピュータを使用したシステムの問題点に気づく。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


前時の確認 問題に取り組む 管理者ページで情報サイト


導 ・データベースとは 『学習クイズ』に問題を作


・身の回りにあるデータベ 成しておき，情報サイトの


入 ース メニューから『学習クイズ』


を選択させ，解答させる。


本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


エ 児童生徒の感想


・マウス操作だけなので簡単に取り組める。


・採点を自動でしてくれたり，解説が出るので楽だ。


・ランキングも表示されるので面白い。


オ 授業者の感想


・Yes/Noクイズなので，簡単な確認程度として授業に取り入れる。


・丸付けや採点も自動で行ってくれるので，短時間で実施することができる。


・各自の画面に解答や解説が出るので，各生徒が自分のペースで取り組むことができる（ペ


ーパーのテストだと，解説を聞き逃す生徒が出ることがある）。


・早く終わった生徒が取り組める課題も用意しておく。


データベースの働きを体験してみよう
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
１ 既習事項の定着を確かめさせる（授業の導入場面）


【実践例】情報サイト『LANdeアンケート３』


(1) 小学校


ア 単元名


第５学年 算数「小数のかけ算を考えよう」


イ 本時の目標


・小数のかけ算の定着を図る。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


既習事項の確認 既習の問題に解答する 『LANdeアンケート３』に


導 問題を作成しておき，解答


させる。


入


本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


エ 児童生徒の感想


・答えた結果が，すぐにグラフになって出てくるのですごいと思いました。


・紙に書くよりも簡単なので，とてもいいと思いました。


オ 授業者の感想


・小学生はキーボード入力のスキル差が大きいので，教材を設計する際にはマウスで選べ


るようにするなどの配慮が必要である。


小数のかけ算を練習しよう
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
１ 既習事項の定着を確かめさせる（授業の導入場面）


(2) 中学校


ア 単元名


第２学年 技術・家庭科


技術分野 Ａ 技術とものづくり「電気エネルギーを動力に変えるには」


イ 本時の目標


・模型用モータの仕組みを知り，速く回転させる方法を理解する。


・学習した内容を関連付けて考え，生活の中に生かそうとする姿勢を育てる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


既習事項の確認 モータの構造を確認する 『LANdeアンケート３』に


導 問題を作成しておき，解答


させてレディネスを揃え


入 る。


本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


エ 児童生徒の感想


・みんなの解答がすぐに集計されるのですごいと思った


・自分の答えが合っているかドキドキした。


オ 授業者の感想


・結果がすぐに表示されるので，生徒の理解の状況や前の授業で説明が不十分だと思われ


るところをすぐに指導することができる。


・問題を容易に作成できるので，利用するのに余計な負担がない。


・文章を入力させる問題では，操作技能の影響を受けないように，あらかじめ採点基準と


なるキーワードなど，評価の基準を明確にしておく。


・選択肢から選ぶ形が主なので，選択肢を工夫する。


モータを速く回転させるにはどうしたらよいだろうか
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２ 学習への関心を持たせる（授業の導入場面）


サーバにデジタルコンテンツやサイトへのリンクを登録しておき児童生徒に閲覧させる，ク


イズ形式で問題に解答させたりアンケートに回答させたりした結果を即時に集計して提示す


る，自分の考えを掲示板へ書き込ませたり他の児童生徒の書き込みを閲覧させたりする，など


により学習への関心を持たせます。


活用のしかた


(1) 情報サイト『教材倉庫』の場合


ア 予め，管理者ページで『教材倉庫』にディジタルコンテンツをアップロードしておきます。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『教材倉庫』を選択させ，ディジタルコンテンツを


ダウンロードさせて閲覧させます。興味関心に応じて何度でも閲覧させます。


(2) 情報サイト『学習クイズ』の場合


ア 予め，管理者ページで学習クイズの問題を作成します。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『学習クイズ』を選択させ，解答させます。


ウ 「採点する」ボタンをクリックさせ，表示された点数をノートに記録させます。


(3) 情報サイト『学習リンク集』の場合


ア 予め，管理者ページでサイトのＵＲＬをリンクに登録します。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『学習リンク集』を選択させ，閲覧させます。


(4) 情報サイト『掲示板』の場合


ア 児童生徒に情報サイトのメニューから『掲示板』を選択させます。


イ 自分の考えを書き込ませたり，他の書き込みを閲覧させたりします。


ウ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，ログを提示します。


活用のコツ


(1) 授業の導入で用いるので，ポイントを絞って問題を作成します。


(2) 日本語入力が不得手な児童生徒もいるので，文章による解答だけでなく，選択肢による問題


も入れるようにします。


(3) 管理者ページのログを提示する際に書き込んだ児童生徒を特定されないようにする場合は，


管理者ページをウィンドウ表示にし，ＩＰアドレスや氏名を画面の外にずらして提示します。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
２ 学習への関心を持たせる（授業の導入場面）
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【実践例】情報サイト『教材倉庫』


(1) 小学校


ア 単元名


第５学年 理科「流れる水のはたらき」


イ 本時の目標


・動画や写真の資料から，土地の変化と流れる水のはたらきに興味を持ち，両者の関係を


考えたり，調べたりすることができる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


台風災害の動画提示 動画を見る 管理者ページで情報サイト


導 『教材倉庫』にデジタルコ


ンテンツをアップロードし


入 ておき，情報サイトのメニ


ューから『教材倉庫』を選


択させて何度も見させる。


本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


エ 児童生徒の感想


・大雨であちこちに水たまりができていて，土砂くずれがリアルでした。


・動画を何回も繰り返して見られるのが，すごいと思いました。


・動画を見て，本当の台風のひがいはすごいと思いました。


オ 授業者の感想


・動画を見せる時に，一斉ではなく，個人のペースで何度でも見せることができる。この


ことにより発表が活発になった。


動画や写真を見て気が付いたことを書こう


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
２ 学習への関心を持たせる（授業の導入場面）
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
２ 学習への関心を持たせる（授業の導入場面）


【実践例】情報サイト『学習クイズ』


(1) 中学校


ア 単元名


第３学年 英語科「Unit４ An American Rakugo-ka」


イ 本時の目標


・「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」の形・意味・用法を理解できる。


・「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」を用いた表現ができる。


・『Ｇベース』を用いてドリル学習することにより，不定詞「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」


の定着を図ることができる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


学習への関心を持たせる クイズに取り組む 管理者ページで情報サイト


導 『学習クイズ』に問題を作


成しておき，情報サイトの


入 メニューから『学習クイズ』


を選択させ，解答させる。


（以下省略）


エ 児童生徒の感想


・忘れていることが多かった。このようなクイズがあれば楽しく、覚えやすいと思います。


・『学習クイズ』はとても面白かったし、名前のとおり「学習」なので良い勉強になった


と思います。また、パソコンでやりたいです。


・理解しやすい。


オ 授業者の感想


・学習クイズは授業の導入段階で生徒の興味関心を高めるような教材を提供できると感じ


た。また、その気持ちを持続しながら次の展開へもスムーズにつなげていけると感じた。


・学習クイズをとおして本時の学習課題に関わることは、生徒の大きなモティべーション


につながると感じた。


・学習クイズのデータから、導入の段階における生徒のレディネスを簡単に把握すること


ができる。


・どの生徒に指導が必要であるか，ＩＰアドレスから把握できる。
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
２ 学習への関心を持たせる（授業の導入場面）


【実践例】情報サイト『掲示板』


(1) 中学校


ア 単元名


第３学年 学級活動「進路の実現に向けて」


イ 本時の目標


・苦手な部分の克服の必要性を理解させる。


・これから取り組む放課後学習会の導入


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


受検に対する不安 不安に思っていることに関 情報サイト『掲示板』に書


導 して具体的に挙げる き込ませ，どんな不安があ


るかをみんなで確認する


入 受検に向けた学習につい 苦手教科の克服の必要性や


て 放課後学習会の実施につい


て


エ 児童生徒の感想


・自分と同じような不安を持っている人がいて少しホッとした。


・コンピュータを使用しているので，書きやすかった。


・自分の書き込みに対する反応が気になった。


オ 授業者の感想


・１単位時間内で，アンケート，結果の確認，授業の本題へと進んでいけるので，スムー


ズに授業に入りやすい。


・書き込み内容をチェックせずに生徒に即時表示されるので，生徒の実態を教師がよく把


握しておく必要がある。


・書き込みが特定できないように，「送信」ボタンのクリックは，ある程度そろえる。


・書き込み内容がテーマから逸れた時は，授業者が追加の説明をして，生徒に修正の書き


込みをさせるようにする。


進路の実現に向けて，これからの学習について考えよう
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３ 課題を把握させる（授業の導入場面）


生徒機の画面に課題を提示して，今日の学習について確認させます。


活用のしかた


(1) 『LANdeアンケート３』の場合


ア 予めメモ帳などでアンケートを作成し，ネットワーク内のフォルダに保存します。


イ 生徒機のタスクバーに『LANdeアンケート３』が常駐していることを確認します。


ウ 教師機から「アンケートする」をクリックし，生徒機にアンケート画面を表示させます。


エ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，集計結果のグラフ


を提示します。


(2) 情報サイト『アンケート』または『汎用アンケート』の場合


ア 予め，管理者ページで問題を作成します。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『アンケート』または『汎用アンケート』を選択さ


せ，解答させます。


ウ 管理者ページから「アンケート集計」を選択し，生徒機にアンケート画面を表示させます。


(3) 情報サイト『連絡黒板』の場合


ア 予め，管理者ページで『連絡黒板』に本時の課題を作成します。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『連絡黒板』を選択させ，いつでも本時の課題を確


認できるようにします。


活用のコツ


(1) 『LANdeアンケート３』で生徒機に課題を表示させている間は，キーボードとマウスは使え


ないようになっています。課題をノート等に記入させ，全員で課題を確認するまでコンピュー


タをロックしておき，児童生徒の注意が逸れないようにします。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
３ 課題を把握させる（授業の導入場面）
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４ 学習の見通しを持たせる（授業の導入場面）


アンケートや掲示板に予想を書き込ませます。クラス内の集計結果をグラフで提示すること


により，児童生徒に学習の見通しを持たせます。


活用のしかた


(1) 『LANdeアンケート３』の場合


ア 予めメモ帳などでアンケートを作成し，ネットワーク内のフォルダに保存します。


イ 生徒機のタスクバーに『LANdeアンケート３』が常駐していることを確認します。


ウ 教師機から「アンケートする」をクリックし，生徒機にアンケート画面を表示させます。


エ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，集計結果のグラフ


を提示します。


(2) 情報サイト『アンケート』または『汎用アンケート』の場合


ア 予め，管理者ページでアンケートを作成します。


イ 生徒に，情報サイトのメニューから『アンケート』または『汎用アンケート』を選択させ，


回答させます。


ウ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，集計結果のグラフ


を提示します。


(3) 情報サイト『掲示板』の場合


ア 児童生徒に情報サイトのメニューから『掲示板』を選択させます。


イ 自分の考えを書き込ませたり，他の書き込みを閲覧させたりします。


ウ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，ログを提示します。


活用のコツ


(1) 授業の導入で用いるので，ポイントを絞ってアンケートを作成します。


(2) 日本語入力が不得手な児童生徒もいるので，文章による回答だけでなく，選択肢の問題も入


れるようにします。


(3) 管理者ページのログを提示する際に書き込んだ児童生徒を特定されないようにする場合は，


管理者ページをウィンドウ表示にし，ＩＰアドレスや氏名を画面の外にずらして提示します。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
４ 学習の見通しを持たせる（授業の導入場面）
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【実践例】情報サイト『掲示板』


(1) 中学校


ア 単元名


第１学年 技術・家庭科


技術分野 Ｂ 情報とコンピュータ「電子メールと情報の発信」


イ 本時の目標


・情報を扱う際のルールやマナーについて知り，情報モラルの必要性を考えることができる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


メールで困ったこと メールに関して困ったこと 情報サイト『掲示板』に書


導 を書き込む き込ませたり，他の書き込


みを閲覧させたりする。


入


どんな困ったことがあるか


確認する


・関係ないメールがくる


・ウィルスに感染した


本時の学習課題の提示 本時の学習課題を確認する


エ 児童生徒の感想


・携帯電話を持っていないので，どんな感じなのかつかめた。


・少ない人数なのに短時間でこんなにメールがくるとは思わなかった。


・意外な内容のチェーンメールがあって驚いた。


オ 授業者の感想


・管理者ページからは誰の書き込みかがわかることを示すと，「見られている」「わかられ


ている」という意識が働いてなりすましや誹謗中傷がなくなるので，情報モラル教育に


効果がある。


・ルールを決めてメールのやりとりを10分間程度させたところ，多い生徒では50通ぐらい


のチェーンメールが届いた。まだ携帯電話を持っていない生徒が多いが，コンピュータ


上で体験させることができた。携帯電話を持たせる前に予防的な指導ができた。


メールの問題点について考えよう


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
４ 学習の見通しを持たせる（授業の導入場面）
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５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる
（授業の展開・終末場面）


児童生徒に自分の考えを書き込ませたり，他の書き込みを閲覧させることで意見交換を行い


ます。


活用のしかた


(1) 情報サイト『ディベートサイト』の場合


ア 情報サイトのメニューから『ディベートサイト』を選択させます。


イ 協議題に対して「賛成」か「反対」か，ボタンをクリックさせます。


ウ 意見がある場合は，入力欄に書き込ませます。


エ 「最新情報に更新」ボタンをクリックさせ，集計結果と意見を表示させます。


オ 集計結果や意見を基に考えさせます。


(2) 情報サイト『授業の記録』の場合


ア 児童生徒に情報サイトのメニューから『授業の記録』を選択させます。


イ 自分の考えや意見を書き込ませます（書き込みの内容は教師機からは見ることができます


が，他の生徒機からは見ることができません）。


ウ 授業の展開や終末あるいは次時に自分の書き込みを閲覧させ，振り返らせます。


(3) 情報サイト『掲示板』の場合


ア 児童生徒に情報サイトのメニューから『掲示板』を選択させます。


イ 自分の考えを書き込ませたり，他の書き込みを閲覧させたりします。


ウ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，ログを提示します。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）
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(4) 『LANdeアンケート３』の場合


ア 予めメモ帳などでアンケートを作成し，ネットワーク内のフォルダに保存します。


イ 生徒機のタスクバーに『LANdeアンケート３』が常駐していることを確認します。


ウ 教師機から「アンケートする」をクリックし，生徒機にアンケート画面を表示させます。


エ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，集計結果のグラフ


を提示します。


(5) 情報サイト『アンケート』または『汎用アンケート』の場合


ア 予め，管理者ページで問題を作成します。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『アンケート』または『汎用アンケート』を選択さ


せ，解答させます。


ウ 管理者ページから「アンケート集計」を選択し，生徒機にアンケート画面を表示させます。


(6) 情報サイト『チャット』の場合


ア 児童生徒に情報サイトのメニューから『チャット』を選択させます。


イ 自分の考えを書き込ませたり，他の書き込みを閲覧させたりします。


ウ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，ログを提示します。


活用のコツ


(1) 意見が分かれるときには，スレッド式掲示板を用い，意見毎に分けて書き込ませます。


(2) 管理者ページのログを提示する際に書き込んだ児童生徒を特定されないようにする場合は，


管理者ページをウィンドウ表示にし，ＩＰアドレスや氏名を画面の外にずらして提示します。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）







- 16 -


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）


【実践例】情報サイト『ディベートサイト』


(1) 小学校


ア 単元名


第６学年 学級活動「朝食の大切さを考えよう」


イ 本時の目標


・アンケート結果から，朝食の大切さを考えよう。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


展 調査する段階 朝食についてのアンケート 情報サイト『ディベートサ


に書き込む イト』に自分の考えを書き


開 込ませる。


交流する段階 集計結果を基に，朝食につ 集計結果を閲覧させ，話し


いて話し合う。 合わせる。


エ 児童生徒の感想


・みんなの意見がすぐに見られるので，とても便利だと思いました。


・結果がすぐにグラフになるので，すごいと思いました。


・朝食の大切さについて，いろいろな考えがあることがわかりました。


オ 授業者の感想


・今回使用したディベートサイトは，児童の意見がリアルタイムに反映され結果が表示さ


れるため，すぐに授業を展開できる点がすばらしいと思った。


・掲示板と違い，言葉だけでなく，賛成・反対の数値がグラフ化され，視覚的に分かりや


すいので，小学生でも十分理解しやすいと思う。


朝食の大切さについて考えよう
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）


(2) 中学校


ア 単元名


第２学年 技術・家庭科


技術分野 Ａ 技術とものづくり「電気エネルギーを動力に変えるには」


イ 本時の目標


・模型用モータの仕組みを知り，速く回転させる方法を理解する。


・学習した内容を関連付けて考え，生活の中に生かそうとする姿勢を育てる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


展 速く回転させる方法を予 自分が電気自動車の開発者 情報サイト『ディベートサ


想 だったらどんな方法で速く イト』に自分の考えを書き


開 するか考える 込ませる。自信がある答え


の時は「賛成」ボタンを，


自信がない答えの時は「反


交流する段階 みんなから出た意見を画面 対」ボタンをクリックさせ


を見ながら確認する る。


エ 児童生徒の感想


・自分と同じ考えの人がけっこういた。


・自分と違ったいろいろな方法がでて意外だった。


・みんなの意見がすぐに見られて楽しかった。


オ 授業者の感想


・展開の部分では，全員の考えをスクロールしないで表示させたかったので『ディベート


サイト』を利用した。


・授業の前半と終末でどのように生徒の意見が変わったかを検証する場合は，『ディベー


トサイト』ではなく『掲示板』を利用する方法も考えられる。


・自信がある，自信がない，ともに同じ内容が出てくるので，場合によっては自信がある


方に答えた生徒を指名して説明してもらい，自分の考えに自信を持ってもらう。


・自信がない人が書く場所を指定することで，クラス全員が書き込みやすくなると思われ


る。


・自信がなかった生徒が，授業後にどのような意見になっているか変容を見ることで，そ


の授業がうまくいったかを判断する材料になる。


・この段階で，全員に考えを聞くことはできないが，掲示板やディベートサイトなどを利


用することで，１人１人の意見が大事にされ，生徒の参加意識が高まっていると思われ


る。


モータを速く回転させるにはどうしたらよいだろうか
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）


(3) 中学校


ア 単元名


第３学年 道徳「５分間の涙 愛情で結ばれる家族（家族愛）」


イ 本時の目標


・父母・祖父母に敬愛の念を深め，家族の一員としての自覚を持って充実した家庭生活を


築く。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


心のノートを使用して関


展 心を高める


[子]家族っていいなぁと 『ディベートサイト』に書 情報サイト『ディベートサ


開 感じたのはどんな時 き込む イト』に家族とのエピソー


ですか ドを書き込ませる。


[子]親が泣いているのを


見た時がありますか


他の書き込みを閲覧する 他の生徒の書き込みを閲覧


させる。


エ 児童生徒の感想


・コンピュータを使用したので，気持ちを表現することができた。


・普段言えないことが言えた。


・自分が思っていることを書けた。


・パソコンを通じて本音を言えてよかった。


オ 授業者の感想


・普段話しにくい発問に関してはコンピュータを利用して回答させた（子どもから親へ，


親から子どもへ）。


・自分の考えや授業の感想などについては，あえてコンピュータを使わないで発表させる


など，発問の内容に応じて使い分けた。


・生徒機側からの匿名性を利用して，道徳の授業（特に少人数のクラスなど）で本音を書


かせることができた。


・男子生徒の方が「普段言えないことがいいやすい」という感想を持つかと考えたが，男


女差は特に感じられなかった。
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）


【実践例】情報サイト『授業の記録』


(1) 中学校


ア 単元名


第３学年 英語科「Unit４ An American Rakugo-ka」


イ 本時の目標


・「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」の形・意味・用法を理解できる。


・「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」を用いた表現ができる。


・『Ｇベース』を用いてドリル学習することにより，不定詞「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」


の定着を図ることができる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


自分の考えを持つ 「疑問詞+ to +動詞の原形」 前時に自分が書いた自己表


終 を用いて自己表現し，交流 現の日本語文を情報サイト


する 『授業の記録』で確認させ


末 る。


自分の意見を発表する 情報サイト『掲示板』に自


己表現の日本語文を英語に


訳して書き込ませる。


他の生徒の考えや意見を 他の生徒の書き込みを閲覧


知る させる。


エ 児童生徒の感想


・自分の作った文を使って勉強出来たので分かりやすかったです。パソコンを使った勉強


は楽しく自分のペースで進められたので良かったです。


オ 授業者の感想


・前時に自己表現文を書かせておくことにより，本時は英語訳だけに集中して取り組ませ


ることができた。
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）


【実践例】情報サイト『掲示板』


(1) 小学校


ア 単元名


第５学年 社会科「食料生産を支える人々 ３ これからの食料生産」


イ 本時の目標


・食料生産が抱えている問題について考え，自分たちの食生活を見直す中で，これからの


食料生産のあり方について考えを持つことができるようにする。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


展 調べる 食料の輸入が増えたわけに


ついてこれまでの学習を基


開 に調べる


考える 食料を安定確保するために 情報サイト『掲示板』に自


はどうすればよいか自分の 分の意見を書き込ませる。


意見を発表し，意見交流す


る 他の意見を閲覧させ，賛成


や反対などのコメントを書


き込ませる。


エ 児童生徒の感想


・掲示板に書かれていることにはいろいろな考えがあると感じた。


・答えがいろいろあると思った


・掲示板に次々と出てくる友達のたくさんの意見を読んで，食料をもっと自分の国で生産


していかないといけないことに気付いたので，今日は勉強になった。


オ 授業者の感想


・掲示板に意見を書き込み始めるまでに少々時間がかかった。自分の考えを整理するため


の時間が必要であるためと思われる。しかし，「輸入が多すぎると，農家が困る。」や「お


金があるからといって，すぐに輸入しないで，自分の国でも作れるようにしたほうがよ


い。」などの意見が出されると，次々に意見が出された。質問や反対意見なども出され，


学習が盛り上がった。


・掲示板を活用するには，テキスト入力の速度を高めておく必要がある。校内で入力速度


を速める訓練を計画的に行い，実際の学習に活用できるようにしておく必要があると感


じる。


日本の食料生産はどんな問題を抱えているのだろう
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）


(2) 小学校


ア 単元名


第５学年 社会科「工業生産を支える人々 １ 自動車工場をたずねて （１）自動車づ


くりにはげむ人々」


イ 本時の目標


・自動車工場の見学ビデオを見て，自動車ができるまでの工程や働く人たちの作業の様子


をとらえることができるようにする。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


展 調べる① 自動車工場見学ビデオで見 管理者ページで情報サイト


学をする 『教材倉庫』にデジタルコ


開 ンテンツをアップロードし


ておき，情報サイトのメニ


ューから『教材倉庫』を選


択させて何度も見させる。


調べる② ビデオ見学をして気が付い 情報サイト『掲示板』に次


たことを記入する の項目について気付いたこ


とを書き込ませる。


①プレス ②溶接 ③塗装


④組み立て ⑤検査 ⑥出荷


調べる③ 他の児童が気付いた点につ 他の意見を閲覧させ，コメ


いてコメントを書き込み， ントを書き込ませる。


意見交流する


気付く 自動車の生産ラインの工夫 『黒画面』（p.37参照）で


について考える 生徒機の画面を非表示に


し，話し合いに集中させる。


エ 児童生徒の感想


・見学ビデオを見て気付いたことを入力できてよかった。友達の意見も読めてよかった。


・自動車づくりについて書く時，何と書いていいか分からなくても，友達の書いたものが


画面に出てくるので書く時の参考になる。ネットワークで学習するのもいいと思った。


オ 授業者の感想


・「プレス」のコーナーや「溶接」のコーナーとして掲示板へ書き込ませた。ビデオ見学


で細部まで見ていた児童から書き込まれた「気づいたこと」に，他の児童から感嘆の声


があがったりして楽しく学習が行われた。


・『黒画面』（p.37参照）にしてからの話し合いに入ると集中して取組むことができた。ネ


ットワーク等を使った学習と普段の学習との切り替えをスムーズに行うには，日常の学


習訓練を確実に行っておくことが必要である。


自動車ができるまでの様子を調べよう
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）


(3) 小学校


ア 単元名


第６学年 国語科「表現の方法を工夫しよう 〔書く〕 感動を言葉に」


イ 本時の目標


・友達の作品を読み，その良さを見つけ，交流し合うことができる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


展 推敲 自分の感動（見方，考え方）


が読み手にうまく伝わるよ


開 うに表現されているかを検


討し，修正する


記述 自分の詩を書き込む 情報サイト『掲示板』に作


品を書き込ませる。


相互評価 友達の作品を読み，学習の 他の作品を閲覧させ，評価


視点に沿って相互評価し合 コメントを書き込ませる。


う


・感動や発見の良さ


・書き出し方の工夫点


作品解説 交流後に自分の作品（詩作）


の背景や感動，表現の工夫


について簡単に説明する。


エ 児童生徒の感想


・友達の表現方法の良さが画面でも見られてうれしかった。表現方法が自分の参考になっ


た。


・ネットワーク学習で国語の勉強をしたことはあまりなかったが，自分の作品にたくさん


の友達がコメントを書いてくれたので，参考になったし，うれしかった。


オ 授業者の感想


・国語科では，友達の詩や作文等の作品に付箋紙を使ってコメントを書き，評価し合うこ


とはやってきたが，ネットワークを使ってもコメントを書いて評価し合うことができた。


・書かれたコメントは学級全体のものとなり，より交流に深みがでることや，友達の作品


を評価してコメントを書く際の力（コメント力）の育成にもつながると感じた。


友達の作品の良さを見つけて交流しよう
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）


(4) 小学校


ア 単元名


第５学年 理科「流れる水のはたらき」


イ 本時の目標


・動画や写真の資料から，土地の変化と流れる水のはたらきに興味を持ち，両者の関係を


考えたり，調べたりすることができる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


展 気付く段階 動画や写真を見ながら気付


いたことをメモする


開


書き込む段階 気付いたことを掲示板に書 情報サイト『掲示板』に自


き込む 分が気付いたことを書き込


ませる。


交流する段階 他の児童の書き込みを見な 他の児童の書き込みを閲覧


がら考えを深める させる。


エ 児童生徒の感想


・初めて掲示板を使って楽しかったし，いろいろな意見を見られてよかったです。


・みんなが思っていることが掲示板で見ることができ，勉強になりました。


・みんなの感想が見られて，とても便利だと思いました。


オ 授業者の感想


・今回，初めて掲示板機能を活用したが，文字の入力に関しては４年生でローマ字を学習


しているため，高学年ではすぐに活用でき，慣れも早かった。


・文字入力のスキル向上のため，キューブきっず２の「キーボードレッスン」も併用して


活用した。


動画や写真を見て気付いたことを書こう
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）


(5) 中学校


ア 単元名


第３学年 英語科「Unit４ An American Rakugo-ka」


イ 本時の目標


・「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」の形・意味・用法を理解できる。


・「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」を用いた表現ができる。


・『Ｇベース』を用いてドリル学習することにより，不定詞「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」


の定着を図ることができる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


自分の考えを持つ 「疑問詞+ to +動詞の原形」 前時に自分が書いた自己表


終 を用いて自己表現し，交流 現の日本語文を情報サイト


する 『授業の記録』で確認させ


末 る。


自分の意見を発表する 情報サイト『掲示板』に自


己表現の日本語文を英語に


訳して書き込ませる。


他の生徒の考えや意見を 他の生徒の書き込みを閲覧


知る させる。


エ 児童生徒の感想


・発言だと間違ってるんじゃないかとか不安になるけど、PCだと自分の思ったことが素直


に書ける。


・間違っていても恥ずかしくないし、分からない時も他の人のを見て参考にできた。


・自分と違った答えが見られるので楽しいし，勉強になった。


オ 授業者の感想


・『掲示板』は、ネットワークを通じて授業時間内ですべての生徒の自己表現文を閲覧で


き、生徒間同士で交流できる。（教室内だと難しい。また黒板に貼っても見えない。）


・『掲示板』は、ネットワークを通じて生徒間同士の理解につながる。


（例：「あの子はあんな考えを持っていたんだ。すごいなあ。」「あの子は、あんまり発


表しないんだけどちゃんと自己表現しているなあ。」「やっぱり“野球の仕方”で表現す


ると思ったよ。」など。）


・生徒の中には恥ずかしさから声の小さい子が数名いる。『掲示板』を使うとその子達の


自己表現文を閲覧という形で交流させることができ，彼らをもっと引き立たせることが


できる。


・『掲示板』をとおしてやってみたいことは、自己表現文を交流させた後に（不適切コメ


ントや教育的なコメントはいけないということを事前に指導した上で）コメントを書き


込ませる時間を設けてみたい。そうすれば生徒にとって大きな評価になるのではないか。


また、コメントを書き込ませることが，ネット上でのマナーやエチケットを教える場に


もなり得るのではないかと思う。
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）


【実践例】情報サイト『LANdeアンケート３』


(1) 小学校


ア 単元名


第５学年 総合的な学習「インターネットの利用について考えよう」


イ 本時の目標


・アンケートの集計結果をとおして，正しいインターネットの利用について考えよう。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


展 調査する段階 アンケートに回答する 『LANdeアンケート３』に


質問を作成しておき，回答


開 させる。


交流する段階 集計結果を基に，インター


ネットの正しい利用につい 集計結果を提示し，マナー


て話し合う について話し合わせる。


エ 児童生徒の感想


・答えた結果が，すぐにグラフになって出てくるのですごいと思いました。


・紙に書くよりも簡単なので，とてもいいと思いました。


・家でインターネットを利用している人が結構いるなあ，と思いました。


オ 授業者の感想


・入力したデータを基にしたアンケート結果が表示されると，子どもたちはとても興味深


く見入っていた。


・アンケートの項目には自由記述の欄も設けたが，半数以上の児童が記入していた。


正しいインターネットの利用について考えよう
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
５ 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる（授業の展開・終末場面）


【実践例】情報サイト『チャット』


(1) 小学校


ア 単元名


第６学年 理科「生き物のくらしとかんきょう」


イ 本時の目標


・生き物と空気，食べ物，水との関わりについて意見交流し，理解を深める。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


展 書き込む段階 自分が考えたことをチャッ 情報サイト『チャット』に，


トに書き込む 自分の考えを書き込ませ


開 る。


交流する段階 他の書き込みを見ながら， 他の考えを閲覧させ，それ


意見交流を行い，理解を深 に対する意見を書き込ませ


める る。


エ 児童生徒の感想


・みんなの意見がすぐに見ることができたので，とても便利だと思います。


・私が出した質問にみんながすぐ答えてくれるのが，とてもいいと思います。


・チャットは初めてだったけど，リアルタイムにが入ってくるのがすごかった。


オ 授業者の感想


・文字入力のスピードには個人差があるが，全員が参加していたので，とても良かったと


思う。


・文字入力のスキル向上のため，キューブきっず２の「キーボードレッスン」も併用して


活用した。


これまでの学習を振り返り，意見交流をしよう
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６ 学習内容をまとめさせる（授業の終末場面）


学習したことを提示し，確かめさせる。


活用のしかた


(1) 情報サイト『連絡黒板』の場合


ア 予め，管理者ページで『連絡黒板』に学習内容のまとめを作成します。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『連絡黒板』を選択させ，ノートに記入させます。


活用のコツ


(1) ノートや学習シートにも記入させ，児童生徒の手元にも学習したことが残るようにします。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
６ 学習内容をまとめさせる（授業の終末場面）
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【実践例】情報サイト『連絡黒板』


(1) 小学校


ア 単元名


第３学年 算数「わり算を考えよう」


イ 本時の目標


・乗法九九を１回適用してできる除法で，あまりのある計算方法を理解する。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


まとめ 「１４÷３の答えを見つけ 管理者ページで情報サイト


終 るときも，３のだんの九九 『連絡黒板』にまとめを作


を使います」 成しておき，情報サイトの


末 メニューから『連絡黒板』


を選択させてまとめを提示


し，ノートに記入させる。


練習問題 わりきれる計算とわりきれ


ない計算に分ける


次時の予告 あまりのある計算の続きを


する


エ 児童生徒の感想


・いつもは先生が黒板に字を書いて，それを写して書いているけど，今日は画面に出たの


で，とても見やすかったです。


・まとめを書くとき，とても写しやすかったです。


・今日は算数だったけれど，次は社会や理科でもやりたいです。


オ 授業者の感想


・板書に費やしていた時間を机間巡視に充てることができ，個別指導の機会が増えた。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
６ 学習内容をまとめさせる（授業の終末場面）
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７ 練習問題に取り組ませる（授業の展開・終末場面）


ネットワークを使って配信した問題に解答させて学習内容の定着を図ります。習熟度に応じ


て問題を選択させることにより，復習や発展的な学習への対応ができます。


学習履歴をネットワークを用いて収集することにより，学習状況を把握することもできます。


活用のしかた


(1) Ｇベースの場合


ア 情報サイトのメニューからＧベースを選択させ，教材一覧を表示させます。


イ 教材一覧の中から学習する教材を選択させます。


ウ 「解答」ボタンをクリックさせ，答え合わせをさせます。


エ 解答が終了したら「採点記録」ボタンをクリックさせ，学習履歴を保存させます。


(2) 『LANdeアンケート３』の場合


ア 予めメモ帳などでアンケートを作成し，ネットワーク内のフォルダに保存します。


イ 生徒機のタスクバーに『LANdeアンケート３』が常駐していることを確認します。


ウ 教師機から「アンケートする」をクリックし，生徒機にアンケート画面を表示させます。


エ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，集計結果のグラフ


を提示します。


(3) 情報サイト『アンケート』または『汎用アンケート』の場合


ア 予め，管理者ページで問題を作成します。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『アンケート』または『汎用アンケート』を選択さ


せ，解答させます。


ウ 管理者ページから「アンケート集計」を選択し，生徒機にアンケート画面を表示させます。


活用のコツ


(1) 予め，児童生徒のＩＤ・パスワードを作成し，配布しておきます。


(2) 学習履歴はＩＤ・パスワードで管理されるので，ログオン時には正確に入力させます。


(3) ＩＤ・パスワードの管理を児童生徒に徹底させます。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
７ 練習問題に取り組ませる（授業の展開・終末場面）
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【実践例】情報サイト『Ｇベース』


(1) 中学校


ア 単元名


第３学年 英語科「Unit４ An American Rakugo-ka」


イ 本時の目標


・「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」の形・意味・用法を理解できる。


・「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」を用いた表現ができる。


・『Ｇベース』を用いてドリル学習することにより，不定詞「疑問詞＋ to ＋動詞の原形」


の定着を図ることができる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


Ｇベースの使い方の確認 Ｇベースを起動し，ログイ 情報サイトのメニューから


展 ンする 『Ｇベース』を選択させ，


ログインさせる。


開


Ｇベースのシートで学習 指定されたシートで学習す 指定したシートで学習させ


する① る る。


Ｇベースのシートで学習 自分でシートを選択して学 シートを習熟度に応じて選


する② 習する 択させ，学習させる。


（採点と学習履歴の記録は


自動的に行われる。）


エ 児童生徒の感想


・プリントでやるよりたくさんの問題に取り組めたのでよかった。


・自分のペースで進められるからとてもやりやすかった。何回も取り組めるから，しっか


り覚えることができたと思う。分からないところも解説があるから理解できた。


・何度も繰りかえして問題に取り組めるので，プリント学習よりも良いと思いました。


・普通の授業より，自主学習ができた。


オ 授業者の感想


・プリントで学習させると自己採点の際に先の解答まで見えてしまうが，Ｇベースは１問


ずつ解答・解説が表示されるので学習しやすい。


・ゲーム世代の子ども達のせいか，よい得点になるまで何度も繰り返し学習している。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
７ 練習問題に取り組ませる（授業の展開・終末場面）
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
７ 練習問題に取り組ませる（授業の展開・終末場面）


【実践例】情報サイト『LANdeアンケート３』


(1) 小学校


ア 単元名


第３学年 算数科「わり算を考えよう」


イ 本時の目標


・『LANdeアンケート３』を用いてあまりのあるわり算の定着を図る。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


練習の段階 『LANdeアンケート３』を 『LANdeアンケート３』に


展 起動し，問題を解く 問題を作成しておき，解答


させる。


開


定着を図る段階 自分であまりのあるわり算 あまりのあるわり算の問題


の問題を作成し，書き込む を作成させ，書き込ませる。


友達が作成した問題に解答 他の児童が作成した問題に


する 解答させる。


エ 児童生徒の感想


・先生からの問題が全部できたのでうれしかったです。


・私がつくった問題が画面に出たので，びっくりしました。


・コンピュータを使った学習はとても楽しいし，やる気が出ます。


オ 授業者の感想


・問題作成の場面では，３年生はひらがな入力であるため，教師側で聞き取りをしてその


場で入力を行ったが，児童はとても喜んでいた。


・板書と違い，書いている途中が見えないため，児童が一斉にスタートできる利点がある。
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８ 学習内容を確認させる（授業の終末場面）


ネットワークを使って配信した問題に解答させ，本時の学習内容の確認を行います。


活用のしかた


(1) 情報サイト『ディベートサイト』の場合


ア 情報サイトのメニューから『ディベートサイト』を選択させます。


イ 協議題に対して「賛成」か「反対」か，ボタンをクリックさせます。


ウ 意見がある場合は，入力欄に書き込ませます。


エ 「最新情報に更新」ボタンをクリックさせ，集計結果と意見を表示させます。


オ 集計結果や意見を基に考えさせます。


(2) 情報サイト『掲示板』の場合


ア 児童生徒に情報サイトのメニューから『掲示板』を選択させます。


イ 自分の考えを書き込ませたり，他の書き込みを閲覧させたりします。


ウ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，ログを提示します。


(3) 『LANdeアンケート３』の場合


ア 予めメモ帳などでアンケートを作成し，ネットワーク内のフォルダに保存します。


イ 生徒機のタスクバーに『LANdeアンケート３』が常駐していることを確認します。


ウ 教師機から「アンケートする」をクリックし，生徒機にアンケート画面を表示させます。


エ 管理者ページの画面を生徒機に転送するかプロジェクタで拡大表示し，集計結果のグラフ


を提示します。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
８ 学習内容を確認させる（授業の終末場面）
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(4) 情報サイト『アンケート』または『汎用アンケート』の場合


ア 予め，管理者ページで問題を作成します。


イ 児童生徒に情報サイトのメニューから『アンケート』または『汎用アンケート』を選択さ


せ，解答させます。


ウ 管理者ページから「アンケート集計」を選択し，生徒機にアンケート画面を表示させます。


(5) 『Ｇベース』の場合


ア 『Ｇベース』のシートから問題をいくつか指定し，生徒に解答させます。


イ 「解答」ボタンをクリックさせ，表示された正解と合っているかを記録させます。


活用のコツ


(1) 学習内容の確認に用いるので，ポイントを絞って問題を作成します。


(2) 日本語入力が不得手な児童生徒もいるので，文章による回答だけでなく，選択肢の問題を入


れるようにします。


(3) アンケートの集計結果を基に，必要に応じて児童生徒に個別指導を行います。


(4) 管理者ページのログを提示する際に書き込んだ児童生徒を特定されないようにする場合は，


管理者ページをウィンドウ表示にし，ＩＰアドレスや氏名を画面の外にずらして提示します。


Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
８ 学習内容を確認させる（授業の終末場面）
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
８ 学習内容を確認させる（授業の終末場面）


【実践例】情報サイト『ディベートサイト』


(3) 中学校


ア 単元名


第３学年 道徳「５分間の涙 愛情で結ばれる家族（家族愛）」


イ 本時の目標


・父母・祖父母に敬愛の念を深め，家族の一員としての自覚を持って充実した家庭生活を


築く。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


家族への自分の気持ちを


終 改めて考える


[親]子供を見て幸せだと ディベートサイトに書き込 情報サイト『ディベートサ


末 感じるのはどんな時 む イト』に書き込ませる。


ですか


[子]将来どんな家庭にし ディベートサイトに書き込 情報サイト『ディベートサ


たいですか む イト』に書き込ませる。


コンピュータを利用して親


の意見，子供の意見を紹介


する。


本時の感想を発表する


エ 保護者の感想（保護者も授業に参加して書き込んだ）


・誰の書き込みかわからないが，大体の子ども達の気持ちがわかってよかった。


・口では素直に出せない思いも，パソコンだと簡単に書き込めると思う。


・みんなの意見がすぐわかる。


オ 授業者の感想


・子どもと保護者が面と向かって語り合うのはなかなか難しいことだが，生徒機側からの


匿名性を利用して，本音で語り合うことができた。


・発問を工夫することで，保護者を取り込んで授業を行うことは難しくないと感じた。
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
８ 学習内容を確認させる（授業の終末場面）


【実践例】情報サイト『掲示板』


(1) 小学校


ア 単元名


第５学年 理科「流れる水のはたらき」


イ 本時の目標


・動画や写真の資料から，土地の変化と流れる水のはたらきに興味を持ち，両者の関係を


考えたり，調べたりすることができる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


まとめ 「流れる水のはたらきは大


終 きな災害を起こすことがあ


る」


末


情報サイト『掲示板』に感


想を書き込ませる。


他の児童の書き込みを閲覧


させる。


次時の予告 流れる水のはたらきについ


てもっと調べよう


エ 児童生徒の感想


・初めて掲示板を使って，とても楽しかったです。


・いろいろな人の意見が見られてよかったです。


・みんなの感想が一斉に見られるので，すごいと思った。


オ 授業者の感想


・全員の意見をまとめる時に掲示板の書き込みを利用する。


・生徒機側からの匿名性を利用して，発言が苦手な子どもにも自由に発言させることがで


きた。
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Ⅱ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用例
８ 学習内容を確認させる（授業の終末場面）


(2) 小学校


ア 単元名


第６学年 国語科「筆者の考えを受け止め，自分の考えを伝えよう 平和のとりでを築く


（読む），自分の考えを発信しよう（書く）」


イ 本時の目標


・「平和」について自分の考えを発信するために，選材したことをもとに自分の考えを組


み立てて書いた文章を発信し，交流することができる。


ウ 活用の場面


段階 学 習 内 容 学 習 活 動 ネットワークの活用


自己評価 本時の学習を振り返る（自 情報サイト『掲示板』に感


終 己評価） 想を書き込んだ自分の意見


に対する友達の評価コメン


末 トを読んだ上で，本時の感


想をプリントに記入させ


る。


エ 児童生徒の感想


・友達と意見を交流するのにコンピュータが役立つことを知ることができた。


・自分の意見に対する友達の考え方を知ることができて楽しかった。考えが伝わったよう


に思った。


オ 授業者の感想


・評価コメントを書き込ませる際は，「････という部分の考え方がとても分かりやすく書


かれていたので，参考になった。」等，具体的に表現させるようにしている。


・評価コメントには否定的なことは書かないようにさせている。


・コメントが全員に最低１つは書かれるように，２人グループや３人グループを決めて互


いにコメントを書き合うようにしている。
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Ⅲ 授業の導入・展開・終末のいずれの場面でも共通してネットワークを活用できる事例


コンピュータを使って学習させると，児童生徒が教師の指示に気付かなくなるほどコンピュータ


に熱中してしまうことがあります。このような時に，生徒機の画面を非表示にしたり，生徒機の操


作が一切できないようにしてしまえば，児童生徒の意識を教師に向けることができます。


ネットワークを利用すると，ネットワークに接続している生徒機を教師機から制御することがで


きます。当センターでは，このような場面で利用できる次のような教材を開発しました。これらの


教材は『LANdeアンケート３』のメニューから実行することができますので，目的に応じて使い分


けて下さい。


(1) 『黒画面』


生徒機を一斉に操作できないようにしてしまうことができます。この時，生徒機の画面は非


表示（黒画面）になります。児童生徒の意識を教師やノート，プリントなどに向けたい時に使


用します（実践例：p.21）。


(2) 『色画面』


生徒機を一斉に操作できないようにしてしまうことができます。この時，生徒機の画面は非


表示（色画面：色は任意に設定可能）になりますが，色の透明度を設定したり，生徒機の画面


に課題や活動の指示の文章を表示したりすることができます。児童生徒の意識を教師に向けつ


つ，コンピュータの画面にも意識を向けたい時に使用します。


Ⅳ 授業以外の場面における活用例


Ｇベースは授業以外に，下記のような場面で活用することができます。


・不登校気味の生徒の自学


・別室登校の生徒の自学


・長期欠席や公認欠席の生徒の自学


・バスの待ち時間などを利用した自学


・長期休業中の自学


・放課後の課外学習


・高等学校における中学校の既習事項の復習


Ⅴ 発展的な事例


小型のノートパソコンやＰＤＡ（携帯情報端末 Personal Digital Assistant），一部の携帯電


話は，無線LANに対応し，設置場所に縛られず自由に持ち歩ける携帯型のネットワーク端末として


利用できます。授業の中でアンケートや問題に答えた


り，掲示板に意見を書き込んだりすることにこれらの


機器を利用すれば，実習などの授業形態でもネットワ


ークを活用することができるようになります。また，


これらの端末では，情報の書き込み内容を他人に見ら


れにくいという特徴もあり，人の目を気にせずに自分


の意見を書き込むことが可能です。人の意見を聞き，


情報を整理して自らの考えを述べさせる，などの学習


活動において，積極的な発言，活発な意見交換などに


活用することができます。


Ⅲ 授業の導入・展開・終末のいずれの場面でも共通してネットワークを活用できる事例
Ⅳ 授業以外の場面における活用例


Ⅴ 発展的な事例
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Ⅰ 研究目的


教育の情報化においては，子どもたちの情報活用能力の育成と，各教科等の目標を達成する際に


効果的に情報機器を活用することによる「わかる授業」の実現が求められている。本県においても，


情報関連機器の整備・充実，教員の指導力の向上により，学校における活用の充実を目指している。


県内の学校において，コンピュータ室内のネットワークはすでに敷設されており，校内ネットワ


ークの整備が現在行われている。整備がなされた学校においては，機器の共有やグループウェアに


よる校務への活用がはじまっているものの，学習における利用の例は少ない。これは，敷設された


ネットワークの利点や利用のしかたについての理解が十分になされていないためと考える。


このような状況を改善するために，「初等中等教育の情報教育に係る学習活動の具体的展開につ


いて」を参考にして，校内における情報の提示や，練習問題・アンケート・授業評価の集計につい


ても対応できる教材を開発し，学習指導の効果を高めるネットワーク利用のモデルプランを提示す


る必要があると考える。


この研究は，情報活用能力に関連したネットワーク教材を開発し，活用をとおしてネットワーク


利用のモデルプランを作成し，学習指導の改善に役立てようとするものである。


Ⅱ 研究仮説


次の２つのことを行うことにより，学習指導の効果を高めることができるであろう。


・情報活用能力に関連した，校内における情報の提示や，練習問題・アンケート・授業評価の


集計について対応できる教材を開発し活用する


・ネットワーク利用のモデルプランを提示する


Ⅲ 研究の年次計画


この研究は，平成19年度から平成20年度にわたる２年次研究である。


第１年次（平成19年度）


学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方に関する基本的な考え方の検討，基本


構想の立案，基本構想に基づく教材の作成


第２年次（平成20年度）


ネットワークを活用する教材の作成，教材を活用した授業実践及び実践結果の分析と考察，


研究のまとめ


Ⅳ 研究内容と方法


１ 研究の目標


第１年次（平成19年度）


学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方に関する基本的な考え方の検討，基本


構想の立案，基本構想に基づく教材を作成する。


第２年次（平成20年度）


教材の修正，ネットワーク利用のモデルプランの作成，授業実践及び実践結果の分析と考察


を行うことにより，学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方を明らかにする。


２ 研究の内容と方法


(1) 学習指導の効果を高めるネットワークの利用の在り方に関する基本構想の立案（文献法）
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(2) 基本構想に基づく学習指導の効果を高めるネットワークの活用例の作成（文献法）


(3) 基本構想に基づくモデルプランと教材の作成（文献法，開発法）


(4) 研究協力員による授業実践及び実践結果の分析（授業実践，テスト法）


Ⅴ 研究結果の分析と考察


１ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方に関する基本構想


(1) 学習指導の効果を高めるネットワークの活用の基本的な考え方


小学校学習指導要領（平成10年12月14日）の総則には「各教科等の指導にあたっては，児童


がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ，適切に活用する学習活


動を充実するとともに，視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。」


と配慮すべき事項に掲げられており，中学校学習指導要領（平成10年12月14日），高等学校学


習指導要領（平成11年3月29日）にも同様のことが記述されている。各教科等の授業の中で，


教師や児童・生徒がプレゼンテーションしたり，コンピュータやインターネットで調べたり交


流したりすることによる，「わかる授業」の実現が求められている。


また，IT新改革戦略（平成18年１月19日 IT戦略本部）の「(3)人材育成・教育」では「初


等中等教育の段階からITに触れ，情報活用能力を向上させる環境の整備を進めていくことが重


要である」と提言している。これを受け，本県においても環境の整備が進められている。小・


中学校においてはコンピュータ室内のネットワークがすでに敷設されており，校内ネットワー


クの整備が現在行われている。普通教室のLAN整備率は平成17年度末で県内の小学校が24.7％，


中学校が29.9％になっている。平成19年度学校教育室関係事業計画には，「平成22年度までに


校内LANを100％」と整備目標が掲げられている。


各教科等の学習において，ネットワークを，データの共有，コンテンツやディジタル教材の


効率的な利用，円滑なコミュニケーションに活用することにより，学習指導の改善につながり


「わかる授業」を実現でき，学習指導の効果を高めることができると考える。


なお，本研究における「ネットワーク」という用語は，校内ネットワークとこれに接続され


ているインターネットの双方を指し示している。特に限定して使用する場合には「校内ネット


ワーク」「インターネット」という用語を用いることとする。


(2) 情報活用能力についての基本的な考え方


情報活用能力は，臨時教育審議会第二次答申（昭和61年）において，「情報及び情報手段を


主体的に選択し活用していくための個人の基礎的な資質」とされ，「読み・書き・算盤」に並


ぶ基礎・基本と位置付けられている。


高度情報通信ネットワーク社会が進展していく中においては，児童・生徒が，コンピュータ


やインターネットを活用し，情報社会に主体的に対応できる「情報活用能力」を育成すること


が求められている。「情報教育に係る学習活動の具体的展開について～すべての教科で情報教


育を～」（平成18年８月）では，


ア 子どもたちの情報活用能力の育成を目的とした「情報教育」


イ 各教科等の目標を達成する際に効果的に情報機器（IT）を活用すること「IT活用」







- 3 -


の２つを「教育の情報化」の目的として


あげている（【図１】）。


さらに，「情報活用能力」について，情


報活用の実践力，情報の科学的な理解，


情報社会に参画する態度の３観点相互の


関係を考え，児童生徒の発達段階に応じ


バランスよく身に付けさせることが重要


であると述べている。


同報告書においては，学習指導要領の


下における情報教育に係る学習活動の例


を抽出し，それが情報教育の体系の中で


どのように位置付けられるかを一覧形式で提示している。そこで，本研究では，同報告書の「情


報教育の目標で分類した学習活動」を基にして，情報活用能力に関連させた学習活動の例の提示


を行う。情報活用能力の育成をとおして「わかる授業」を実現させることができ，学習指導の効


果が高まると考えた。


(3) ネットワークの活用の在り方についての基本的な考え方


ネットワークの活用の利点として，「校内ネットワーク活用ガイドブック2005」において次の


２つのことがあげられている。


・学習の交流の場を提供できる


・教材やデータの共有ができる


校内の掲示板などネットワーク上で情報交換ができるので，児童生徒どうしが考え方を交流し


たり，わかったことを発表したりできる。一斉指導における児童生徒の意見を集約して提示した


り，問題の回答状況をすぐに確認したりすることができる。口頭による発表とは異なり，結果や


経過が校内サーバに記録される。また，校内サーバにある教材を共有して何度も繰り返し学習さ


せることができ，復習や発展的な学習にも対応が容易である。そこで，本研究では，校内におけ


る情報の提示や練習問題・アンケート・授業評価の集計に対応できる教材の開発を行い，授業に


おける導入，展開，終末など指導場面に応じたネットワークの活用の在り方について，ネットワ


ークの活用例の作成，教材の作成及び授業実践を行っていくこととする。


(4) 基本構想図


学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方に関する基本構想図を次頁【図２】に示


す。


２ 基本構想に基づく学習指導の効果を高めるネットワークの活用例の作成


学習指導の効果を高めるネットワークの活用例を次頁【表１】に示す。


３ 基本構想に基づく教材の作成


基本構想に基づいて，ネットワークを活用する教材として『情報サイト』の改良及び『Ｇベース』


『LANdeアンケート３』の２種類の教材の開発を行った。


(1) 『情報サイト』とは


平成18年度の研究「体験的な学習活動を取り入れた情報モラルの指導に関する研究」において


は，体験を取り入れた情報モラルの指導を行うため，インターネット上のサイトを擬似的に再現


する教材システムである『情報サイト』を開発した。この『情報サイト』は，校内サーバにWeb


【図１】教育の情報化の概念図


情報活用 ＩＴ活用


Ｂ Ａ Ｃ


Ａ：「ＩＴ活用」した，「情報活用能力の育成」を目的に含む教育


Ｂ：「ＩＴ活用」のない，「情報活用能力の育成」を目的に含む教育


Ｃ：「ＩＴ活用」はあるが，「情報活用能力の育成」を目的としない教育


（＝「各教科等の目的を達成するため」の「ＩＴ活用のみ」）
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サーバとしての機能を持たせて動的にページを表示するしくみ（ASP）を利用している。このし


くみを利用し，『連絡黒板』『授業の記録』『学習クイズ』『教材倉庫』『学習リンク集』『チャッ


ト』『掲示板』『ディベートサイト』『アンケート』『汎用アンケート』の各ページを開発し，追


加した。


指導者の実態 学校の環境


・教科の学習において，ネットワークを ・コンピュータ室にはネットワークが整備さ


どのように使えばよいのかわからない れている


・授業において，ネットワークを活用し ・小・中学校の校内ネットワークは平成22年


ていない までに整備がされる予定である


教育の情報化


情 情報活用の実 情報の科学的 情報社会に参 Ｉ


報 践力 な理解 画する態度 Ｔ


教 活


育 用


学習指導の効果が高まる


【図２】学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方に関する基本構想図


ネットワークの活用の利点
・学習の交流の場を提供をする
・教材やデータの共有を行う


【表１】学習指導の効果を高めるネットワークの活用例


学習指導 段階 ネットワークの活用例
既習事項の定着を 導入 ネットワークを使って配信した問題に解答させる


確かめさせる
学習への関心を持 導入 ディジタルコンテンツを提示したり，アンケートの結果


たせる をリアルタイムに集計して提示したり，自分の考えを書き
込ませたりして興味を持たせる


課題を把握させる 導入 課題を提示して確認させる
学習の見通しを持 導入 予想を書き込ませたり，アンケートの集計結果を提示す


たせる ることにより，学習の見通しを持たせる
自分の考えを持た 展開 自分の考えを書き込ませたり，他の書き込みを閲覧させ


せる・発表させる・ （終末） たりすることで意見交流させる
他の考えや意見を知
らせる


学習内容をまとめ 終末 学習したことを提示し，確かめさせる
させる


練習問題に取り組 終末 ネットワークを使って配信した問題に解答させたり，習
ませる （展開） 熟度に応じて問題を選択させたりすることにより，復習や


発展的な学習をさせる
学習内容を確認さ 終末 ネットワークを使って配信した問題に解答させ，本時の


せる 学習内容を確認させる
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【図３】は校内ネットワークの概念図である。『情


報サイト』は校内サーバを使って校内ネットワーク


内で情報のやりとりを行うため，書き込みの内容が


校外に出ることはなく，安全に学習を行うことがで


きる。また，ブラウザだけで作動するので，生徒機


にソフトウェアをインストールする必要はなく，各


ページのURLを入れるだけで使うことができる。【図


４】に『情報サイト』のメニュー構成を示す。


(2) 『情報サイト』の機能について


ア 『連絡黒板』


【図５】は『連絡黒板』の画面である。


予め登録されたユーザIDとパスワードを


入力してログインすると，各学級ごとに連


絡事項が表示される。連絡事項は管理者ペ


ージから編集することができるので，指示


・連絡に用いることもできる。


イ 『掲示板』『ディベートサイト』『チャッ


ト』


【図６】は『掲示板』の画面である。授


業の展開の場面で『掲示板』や『ディベー


トサイト』，『チャット』に自分の意見や考


えを書き込ませたり，他の書き込みを閲覧


させたりすることで，意見交流を行わせる


ことができる。スレッド式の『掲示板』で


は，書き込みの内容に対する返信を行うこ


ともできる。匿名性を生かしてハンドルネ


ームを使うなど実名を伏せて書き込むと生


徒機側からは書き込みをした者を特定


することができないため，自由に意見


を書き込むことができる。一方，校内


サーバには書き込みを行ったコンピュ


ータのIPアドレス，時刻，書き込みの


内容が記録されており，教師機からは


これらの情報を見ることができるため，


これをそのまま学習の記録として残す


とともに，不適切な書き込みをした児童生徒に対し，管理者ページから警告の表示や書き込み


の禁止を行うこともできる。


ウ 『学習クイズ』


次頁【図７】は『学習クイズ』の画面である。各設問に対して解答を選択した後，「採点す


る」ボタンをクリックすると採点が自動的に行われる。既習事項の定着状況を確かめたり，学


【図５】『連絡黒板』の画面


【図６】『掲示板』の画面


【図４】『情報サイト』のメニュー構成


『情報サイト』


『連絡黒板』 ［平成18年度開発］


『授業の記録』 ［平成18年度開発］


『学習クイズ』 ［平成18年度開発］


『教材倉庫』 ［平成18年度開発］


『学習リンク集』 ［平成18年度開発］


『チャット』 ［平成18年度開発］


『掲示板』 ［平成19年度改良］


『ディベートサイト』 ［平成19年度開発］


『アンケート』 ［平成19年度開発］


『汎用アンケート』 ［平成19年度開発］


【図３】校内ネットワークの概念図


インターネット


校内ネットワーク


校内サーバ


生徒機


教師機


生徒機
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習した内容を確認させたりすることができ


る。学習クイズの採点結果は校内サーバに


記録されるので，学習の評価に活用するこ


とができる。採点画面から「HINT」ボタン


をクリックさせて説明文を表示させること


もできる。


エ 『アンケート』『汎用アンケート』


【図８】は『アンケート』の画面である。


児童生徒が回答した結果を教師機でリアル


タイムに集計し，グラフ化して提示するこ


とができる。単一選択，複数選択，文章に


よる回答が入力でき，アンケートの内容に


よって使い分けることができる。


授業の導入の場面では既習事項の定着の確


認や課題の把握に活用したり，展開の場面で


は意見の集約に活用したりすることができる。


アンケートの回答内容は校内サーバに記


録される。


オ 『授業の記録』


【図９】は『授業の記録』の画面である。


児童生徒に自分の考えや意見を書き込ませ，


授業の展開や終末，あるいは次時に自分の


書き込みを閲覧させることで，振り返らせ


ることができる。書き込みの内容は教師機


からは見ることができるが，掲示板と異な


り，他の生徒機からは見ることができない


ため，各自の記録用として使用する。


カ 『教材倉庫』


次頁【図10】は教材倉庫の画面である。


予め管理者ページで登録しておいたディジ


タルコンテンツを児童生徒にダウンロード


させ，利用させる。一斉提示と異なり，興


味関心に応じて何度でも閲覧させることが


できる。


キ 『学習リンク集』


次頁【図11】は学習リンク集の画面であ


る。管理者ページで登録しておいたサイト


のURLを児童生徒に選択させ，閲覧させる。


一斉提示と異なり，興味関心に応じて何度


でも閲覧させることができる。
【図９】『授業の記録』の画面


【図７】『学習クイズ』の画面


問題の画面


採点の画面


【図８】『アンケート』の画面


質問の画面


集計の画面
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(3) 『Ｇベース』とは


データを蓄積して共有できるというネット


ワークの利点を生かした学習問題データベー


スとして『Ｇベース』を開発した。


授業の導入の場面では既習事項の確認とし


て，授業の展開の場面では学習内容のまとめ


として，授業の終末の場面では，練習問題と


して活用することができる。また，学習の記


録を残すことができるので，学習の取組状況


を把握することもできる。この『Ｇベース』


は，平成18年度に当センターの研究で作成さ


れた『Ｇアップシート』を基にして作成した


もので，中学校英語・数学の問題をコンピュ


ータ上で学習できる教材である。中学校１～


３学年の英語教材および中学校１～２学年の


数学教材の，合わせて約350枚の教材シート


が学習できる（2008年11月現在）。


また，『情報サイト』に組み込むことで，『情


報サイト』のメニューから『Ｇベース』を表


示させることも可能である。


(4) 『Ｇベース』の各機能について


ア 『Ｇベース』教材シートの選択画面


『Ｇベース』の教材シートは，【図12】の


画面から選択する。その際，コンピュータ


で学習する（『Ｇベース』），印刷したシート


で学習する（『Ｇアップシート』），のいずれ


かを選択することができる。


イ 『Ｇベース』教材シート


『Ｇベース』教材シートは【図13】，【図14】


のように表示され，ブラウザ上で学習する


ことができる。「解説」ボタンをクリックす


ると問題の説明，ヒントが表示される。答


えを入力して「解答」ボタンをクリックす


ると正答が表示され，答えが正しい場合に


は○が表示される。


記述式解答や選択式解答に対応しており，


分数の入力やグラフの描画も可能である。


「採点記録」ボタンをクリックすると，


○の数から得点を計算して表示する。同時に，得点，学習日時，学習した回数を学習者ごとに


生徒機に記録する。コンピュータ上で学習するため，事前に教師が印刷物を準備する必要がな


【図13】『Ｇベース』教材シートの画面
（中学校２年数学）


【図14】『Ｇベース』教材シートの画面
（中学校３年英語）


【図12】『Ｇベース』教材シートの選択画面
（中学校２年数学）


【図10】『教材倉庫』の画面


【図11】『学習リンク集』の画面
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い。また，何度でも繰り返して学習させることもできるのが利点と考える。


ウ 学習の記録


学習状況のデータは生徒機に記録され，名


前(Name)とパスワード(Password)で管理され


る。両者が一致した場合のみ【図15】のよう


に学習の記録が表示される。それぞれの学習


状況は個別に記録されるため，同じ生徒機を


複数の生徒が使用して学習することができる。


学習の記録は，そのシートの学習回数，最


高得点，最終学習日が表示され，学習してい


ないシートは「未習」と表示される。学習の


履歴を一覧で表示することによ


り『Ｇアップシート』への取組


を振り返らせることができる。


(5) 『LANdeアンケート３』とは


ネットワークに接続された生徒


機を制御する機能を持つソフトウ


ェアは多くの学校で導入されてい


るが，あまり使われていない現状


が見受けられる。その理由として，


これらのソフトウェアには様々な


機能が備わっているために使い方


が複雑になり，結果的に使いにく


いものとなっていることが考えら


れる。そこで，ネットワークを活


用した授業をする上で特に必要な


機能を選び，この機能をアンケート機


能に加えた教材『LANdeアンケート３』


を開発した。


(6) 『LANdeアンケート３』の機能につ


いて


ア 生徒機制御機能


児童生徒は，コンピュータに意識


が集中するあまり，教師の説明や指


示を聞き逃すことがある。このよう


な時，コンピュータの画面が表示さ


れないようにしたり，キーボードや


マウスで操作できないようにすれば，


児童生徒の意識を教師に向けさせることができる。こうしたことから，コンピュータを使って


授業をする上で特に必要な機能は，必要に応じて生徒機を一斉に操作できなくする機能である


【図15】学習の記録の画面


【図17】生徒機に表示されたアンケートの画面


【図16】生徒機制御機能（指示の文章を生徒機に表示）


通常の生徒機の画面 制御されている生徒機の画面


教師機からの制御メニュー
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と考えた。『LANdeアンケート３』は教師機から一斉に生徒機を制御し，生徒機の画面を消し


たり操作できないようにすることができる。


イ 指示表示機能


前頁【図16】のように，教師機から課題や活動の指示の文章を生徒機に表示することができ


る。指示の表示中は，生徒機ではマウスとキーボードの操作ができないようになっている。


ウ アンケート機能


教師機から生徒機を制御してアンケートを前ページ【図17】のように表示することができる。


回答結果は教師機でリアルタイムに集計され，グラフとして提示できる。


アンケート項目は，単一選択，複数選択，文章による回答に対応しており，項目に応じて使


い分けることができるようにしている。アンケートが表示されているときには生徒機は他のソ


フトウェアを操作できないようにしている。アンケートの集計結果は校内サーバ内に記録され


るので，学習の定着状況の確認や評価に用いることができる。


４ 実践のまとめ


(1) 平成19年度の実践について


平成19年度は，次の実践を行った。


・学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方の手だての試案を作成した


・『情報サイト』に学習指導で活用するための機能を追加し，汎用性を高めた


・中学校英語・数学の『Ｇアップシート』をもとにして『Ｇベース』257教材（英語：１～２


年，数学：２年）を作成した


・生徒機の画面表示や入力を教師機から一斉に制御できる機能とアンケート機能を合わせた教


材『LANdeアンケート３』を開発した


(2) 平成20年度の実践について


平成20年度は，次の実践を行った。


・中学校英語・数学の『Ｇアップシート』をもとにして『Ｇベース』93教材（英語：３年，数


学：１年）を作成し，追加した（合計350教材）


・研究協力員による授業実践と，それに基づくネットワーク利用のモデルプランを作成した


ア ネットワークを活用した授業について


(ｱ) 検証計画と授業実践


① 検証計画


検証計画は【表２】のとおりである。


② 授業実践


ａ 実施日と対象


平成20年９月２日（火） 奥州市立前沢中学校 第３学年２学級


【表２】検証計画
項 目 検証内容 検証方法


ネットワークを活用 ネットワークを活用した 授業後にアンケートを行い，回答や記


した学習活動は学習指 学習活動によって学習意欲 述から，ネットワークを活用した授業に


導の効果を高めること を高めることができたか よって学習意欲が高まったかどうかを分


ができたか 析する


ネットワークを活用した ネットワーク上で『Ｇベース』を活用


学習活動によって学習した した授業の事前と事後にテストを行い，


内容の習得が図られたか その結果を分析する
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平成20年11月12日（水） 奥州市立前沢中学校 第１学年１学級


ｂ 授業者


奥州市立前沢中学校教諭 青沼徹（研究協力員）


ｃ 単元名


英語科「Unit４ An American Rakugo-ka」


ｄ 学習内容


how(what) to 不定詞やIt is … to 不定詞を含んだ英文の用法を理解し，適切に使用できる


ようになる。


ｅ 授業で活用した教材と場面およびねらい


授業で活用した教材と場面およびねらいは【表３】のとおりである。


③ 授業実践の分析と考察


【図18】はネットワークを活用


した授業に関するアンケートの結


果を示したものである。


「プリントよりもコンピュータ


の方が学習しやすいか」，「今日の


学習は自分のペースで進めること


ができたか」，「プリントを使った


学習よりもたくさんの問題に取り


組むことができたか」，「コンピュ


ータを使った学習は楽しいか」の四つの質問のいずれ


においても「はい」「ややはい」を合わせた回答の割合


は約９割となっている。以上のことから，ネットワー


クを活用した学習活動によって学習意欲を高めること


ができたと考える。


【図19】は『Ｇベース』を活用した学習に関する事


前テスト・事後テストの問題用紙である。出題内容は


「間接疑問文」に関するもので，問１～３は三つの語


を，問４～５は４つの語をそれぞれ正しい順に並べ替


えるものである。


次頁【図20】は【図19】の問題用紙を使用した事前


テスト・事後テストの正答率を表したものである。問


１～５の五つの問題の事前テストの正答率が約40～90


％弱であるのに対し，事後テストの正答率はいずれも


90％を超えている。


【表３】授業で活用した教材と場面およびねらい
教材名 場面 ねらい


『学習クイズ』 導入 学習への関心を持たせる


『Ｇベース』 展開 練習問題に取り組ませる


『授業の記録』 終末 前時の自分の書き込みを閲覧させ，振り返らせる


『掲示板』 終末 自分の考えを持たせる・発表させる・他の考えや意見を知らせる


【図19】事前テスト・事後テストに
使用した問題用紙


【図18】ネットワークを活用した授業に関するアンケート


実施日：平成20年９月２日


対 象：奥州市立前沢中学校第３学年（N=33）


授業者：青沼徹教諭
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【図21】は【図19】の問題用紙を使用


した事前テストで不正解だった生徒の事


後テストにおける正答率を表したもので


ある。事前テストで不正解だった生徒の


人数は問１：10名，問２：４名，問３：


８名，問４：14名，問５：20名であった


が，事後テストではこれらの生徒の正答


率はいずれも90％以上となった。このこ


とから，ネットワークを活用した学習活


動によって学習した内容の習得が図られ


たと考える。


以上のことから，ネットワークを活用


した授業は学習指導の効果を高めること


ができたと考える。


(3) 『ネットワーク利用モデルプラン』


について


次頁【図22】はネットワーク利用の


モデルプランについてまとめた冊子


『ネットワーク利用モデルプラン』を


抜粋したものである。


内容は，学習指導の場面ごとに，概


論と実践例で構成した。


概論のページの項目は，「学習指導


の効果を高めるネットワークの活用に


関する基本的な考え方」「活用のしか


た」「活用のコツ」とした。「活用のし


かた」には教材名とその使い方の要点


を，「活用のコツ」には授業を行う上


での配慮すべき事項を掲載した。


実践例のページの項目は，「活用し


た教材名」「校種」「単元名」「本時の目標」「活用の場面（学習指導案のうちネットワークを活


用した部分）」「児童の感想」「授業者の感想」とした。「活用の場面」には学習活動にネットワ


ークを活用した部分のみを抜き出して掲載したが，これは授業の導入・展開・終末のいずれの場


面においても学習活動にネットワークを活用することができ，ネットワークを使わない通常の授


業の一部をそのままネットワークを活用した学習活動に置き換えることができるからである。ま


た，授業を行う際の参考となるよう，ネットワークを活用した授業を体験した「児童生徒の感想」


や「授業者の感想」なども併せて掲載した。


【図20】『Ｇベース』を活用した学習に関する事前
テスト・事後テストの正答率


実施日：平成20年11月12日


対 象：奥州市立前沢中学校第３学年（N=33）


授業者：青沼徹教諭
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Ⅵ 研究のまとめと今後の課題


１ 研究のまとめ


本研究は，情報活用能力に関連したネットワーク教材を開発し，活用をとおしてネットワーク


利用のモデルプランを作成し，学習指導の改善に役立てようとするものである。本研究の成果と


して次のことがあげられる。


(1) 学習において，ネットワークを利用して意見の交流や学習内容を確認させるための活用例を


作成することができた。


(2) 『情報サイト』を学習指導で活用するために機能を追加・改善し，汎用性を高めることがで


きた。


(3) 中学校英語・数学の『Ｇアップシート』をもとにして『Ｇベース』350教材（英語：１～３


年，数学：１～２年）を作成することができた。


(4) コンピュータ室における学習を行いやすくするため，教師機から一斉に生徒機を制御して生


徒機の画面を消したり操作できないようにしたり，教師機から課題や活動の指示の文章を生徒


機に表示したりすることができる教材『LANdeアンケート３』を開発することができた。


(5) 教材の活用をとおしてネットワーク活用のモデルプランを作成することができた。


２ 今後の課題


(1) 中学校数学３年Ｇアップシート70枚を基に教材を作成し，『Ｇベース』の完成を目指す。


(2) 携帯型のネットワーク端末の学習活動への活用を検討する。


【図22】『ネットワーク利用モデルプラン』（抜粋）


概要のページの例 実践例のページの例
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〈おわりに〉


本研究を進めるにあたり，ネットワークの活用のための教材の作成のために，多くの有益な意見等


をいただきました研究協力員の先生方に深く感謝申し上げます。
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